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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】効率的に下りリンク受信を行うことができる端
末装置、通信方法及び基地局装置を提供する。
【解決手段】第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当
て情報を含む第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳ
ＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤＣＣＨと
を第一のセルで受信し、制御リソースセット内で１つ以
上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣ
Ｈ候補をモニタする受信部と、復号する復号部を備える
。第一のアグリゲーションレベルの第二のＰＤＣＣＨ候
補は、第一のアグリゲーションレベルの第一のＰＤＣＣ
Ｈ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジ
ケーターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成
される。第二のアグリゲーションレベルの第二のＰＤＣ
ＣＨ候補は、第一のアグリゲーションレベルの第二のＰ
ＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上の
ＣＣＥから構成される。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第一のＰＤＣＣＨと、第二のセ
ルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤＣＣＨとを第一のセルで受信す
る端末装置であって、
　制御リソースセット内で１つ以上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣ
Ｈ候補をモニタする受信部と、
　前記第一のＰＤＣＣＨ候補と前記第二のＰＤＣＣＨ候補を復号する復号部を備え、
　第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジケー
ターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成され、
　第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから
構成されることを特徴とする端末装置。
【請求項２】
　第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第一のＰＤＣＣＨと、第二のセ
ルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤＣＣＨとを第一のセルで受信す
る端末装置に用いられる通信方法であって、
　制御リソースセット内で１つ以上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣ
Ｈ候補をモニタするステップと、
　前記第一のＰＤＣＣＨ候補と前記第二のＰＤＣＣＨ候補を復号するステップを備え、
　第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジケー
ターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成され、
　第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから
構成されることを特徴とする通信方法。
【請求項３】
　第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第一のＰＤＣＣＨと、第二のセ
ルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤＣＣＨとを第一のセルで送信す
る基地局装置であって、
　端末装置のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅとして構成される、制御リソースセット内の１つ
以上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補を把握するＵＳＳ把握部
と、
　前記第一のＰＤＣＣＨ候補を用いて前記第一のＰＤＣＣＨを送信し、前記第二のＰＤＣ
ＣＨ候補を用いて前記第二のＰＤＣＣＨを送信する送信部を備え、
　第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジケー
ターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成され、
　第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから
構成されることを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第一のＰＤＣＣＨと、第二のセ
ルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤＣＣＨとを第一のセルで送信す
る基地局装置に用いられる通信方法であって、
　端末装置のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅとして構成される、制御リソースセット内の１つ
以上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補を把握するステップと、
　前記第一のＰＤＣＣＨ候補を用いて前記第一のＰＤＣＣＨを送信し、前記第二のＰＤＣ
ＣＨ候補を用いて前記第二のＰＤＣＣＨを送信するステップを備え、
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　第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジケー
ターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成され、
　第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから
構成されることを特徴とする通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、および、通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「ＥＵＴＲＡ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔ
ｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ」と称する。）が、第三世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
ｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）において仕様化されている。ＬＴＥにおいて、基地局装置はｅＮ
ｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）、端末装置はＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅ
ｎｔ）とも呼称される。ＬＴＥは、基地局装置がカバーするエリアをセル状に複数配置す
るセルラー通信システムである。単一の基地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　３ＧＰＰでは、国際電気通信連合（ＩＴＵ：　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｕｎｉｏｎ）が策定する次世代移動通信システムの規格で
あるＩＭＴ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎ）―２０２０に提案するため、次世代規格（ＮＲ：　Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）の検
討が行われている（非特許文献１）。ＮＲは、単一の技術の枠組みにおいて、ｅＭＢＢ（
ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　ＢｒｏａｄＢａｎｄ）、ｍＭＴＣ（ｍａｓｓｉｖｅ　
Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ＵＲＬＬＣ（Ｕｌｔｒａ　
Ｒｅｌｉａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｌｏｗ　Ｌａｔｅｎｃｙ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）の
３つのシナリオを想定した要求を満たすことが求められている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】"New SID proposal: Study on New Radio Access Technology", RP-160
671, NTT docomo, 3GPP TSG RAN Meeting #71, Goteborg, Sweden, 7th - 10th March, 2
016.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、効率的に下りリンク受信を行うことができる端末装置、該端末装置に用いら
れる通信方法、効率的に下りリンク送信を行うことができる基地局装置、および、該基地
局装置に用いられる通信方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明の第１の態様は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む
第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤ
ＣＣＨとを第一のセルで受信する端末装置であって、制御リソースセット内で１つ以上の
第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補をモニタする受信部と、前記第
一のＰＤＣＣＨ候補と前記第二のＰＤＣＣＨ候補を復号する復号部を備え、第一のアグリ
ゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第
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一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジケーターに基づいて
シフトされた複数のＣＣＥから構成され、第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰ
ＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複
数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから構成されることを特徴とする。
【０００７】
　（２）本発明の第２の態様は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む
第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤ
ＣＣＨとを第一のセルで受信する端末装置に用いられる通信方法であって、制御リソース
セット内で１つ以上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補をモニタ
するステップと、前記第一のＰＤＣＣＨ候補と前記第二のＰＤＣＣＨ候補を復号するステ
ップを備え、第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリ
ゲーションレベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリア
インジケーターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成され、第二のアグリゲーシ
ョンレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰ
ＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから構成されることを特徴
とする。
【０００８】
　（３）本発明の第３の態様は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む
第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤ
ＣＣＨとを第一のセルで送信する基地局装置であって、端末装置のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａ
ｃｅとして構成される、制御リソースセット内の１つ以上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ
以上の第二のＰＤＣＣＨ候補を把握するＵＳＳ把握部と、前記第一のＰＤＣＣＨ候補を用
いて前記第一のＰＤＣＣＨを送信し、前記第二のＰＤＣＣＨ候補を用いて前記第二のＰＤ
ＣＣＨを送信する送信部を備え、第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ
候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣ
Ｅに対してキャリアインジケーターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成され、
第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレ
ベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから構
成されることを特徴とする。
【０００９】
　（４）本発明の第４の態様は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む
第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤ
ＣＣＨとを第一のセルで送信する基地局装置に用いられる通信方法であって、端末装置の
Ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅとして構成される、制御リソースセット内の１つ以上の第一の
ＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補を把握するステップと、前記第一のＰ
ＤＣＣＨ候補を用いて前記第一のＰＤＣＣＨを送信し、前記第二のＰＤＣＣＨ候補を用い
て前記第二のＰＤＣＣＨを送信するステップを備え、第一のアグリゲーションレベルの前
記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を
構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジケーターに基づいてシフトされた複数のＣ
ＣＥから構成され、第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一の
アグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ
以上のＣＣＥから構成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、端末装置は効率的に下りリンク受信を行うことができる。また、基
地局装置は効率的に下りリンク送信を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態の一態様に係る無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の一態様に係る無線フレーム、サブフレーム、および、スロットの構
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成を示す一例である。
【図３】本実施形態の一態様に係るスロットとミニスロットの構成例を示す図である。
【図４】本実施形態の一態様に係る制御リソースセットのマッピングの一例を示した図で
ある。
【図５】本実施形態の一態様に係るスロットに含まれるリソースエレメントの一例を示し
た図である。
【図６】本実施形態の一態様に係る１つのＲＥＧの構成の一例を示す図である。
【図７】本実施形態の一態様に係るＣＣＥの構成例を示す図である。
【図８】本実施形態の一態様に係るＲＥＧのグループを構成するＲＥＧ数とＰＤＣＣＨ候
補のマッピング方法の関連の一例を示す図である。
【図９】本実施形態の一態様に係るＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングの一例を示す図
である。
【図１０】本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図１１】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【図１２】本実施形態の一態様に係る第１の初期接続手順（４－ｓｔｅｐ　ｃｏｎｔｅｎ
ｔｉｏｎ　ｂａｓｅｄ　ＲＡＣＨ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）の一例を示す図である。
【図１３】本実施形態の一態様に係る端末装置１によってモニタされるＰＤＣＣＨ候補の
一例を示す図である。
【図１４】本実施形態の一態様に係るスロット（第１のスロットフォーマット）ベースの
制御リソースセットの配置の一例を示す図である。
【図１５】本実施形態の一態様に係るノンスロット（第２のスロットフォーマット）ベー
スの制御リソースセットの配置の一例を示す図である。
【図１６】本発明の実施形態のＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補の一例を示す図である。
【図１７】本発明の実施形態のＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補の一例を示す図である。
【図１８】本発明の実施形態のＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１３】
　図１は、本実施形態の一態様に係る無線通信システムの概念図である。図１において、
無線通信システムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３（ｇＮＢ）を具備する。
以下、端末装置１Ａ～１Ｃを端末装置１（ＵＥ）とも呼称する。
【００１４】
　以下、端末装置１、および、基地局装置３の間の通信に関する種々の無線パラメータに
ついて説明する。ここで、少なくとも一部の無線パラメータ（例えば、サブキャリア間隔
（ＳＣＳ：Ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ　Ｓｐａｃｉｎｇ））は、Ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙとも呼
称される。無線パラメータは、サブキャリア間隔、ＯＦＤＭシンボルの長さ、サブフレー
ムの長さ、スロットの長さ、および、ミニスロットの長さの少なくとも一部を含む。
【００１５】
　サブキャリア間隔は、参照サブキャリア間隔（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ＳＣＳ、Ｒｅｆｅ
ｒｅｎｃｅ　Ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙ）、および、実際の無線通信に使用される通信方式の
ためのサブキャリア間隔（Ａｃｔｕａｌ　ＳＣＳ、Ａｃｔｕａｌ　Ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙ
）の２つに分類されてもよい。参照サブキャリア間隔は、無線パラメータの少なくとも一
部を決定するために用いられてもよい。例えば、参照サブキャリア間隔は、サブフレーム
の長さを設定するために用いられる。ここで、参照サブキャリア間隔は、例えば、１５ｋ
Ｈｚである。
【００１６】
　実際の無線通信に使用されるサブキャリア間隔は、端末装置１と基地局装置３の間の無
線通信に使用される通信方式（例えば、ＯＦＤＭ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘ、ＯＦＤＭＡ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　
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Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ：Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　－　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ：Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉ
ｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ　－　ｓｐｒｅａｄ　－　ＯＦＤＭ）のための無線パラメータ
の１つである。以下では、参照サブキャリア間隔を第１のサブキャリア間隔とも呼称する
。また、実際の無線通信に使用されるサブキャリア間隔を第２のサブキャリア間隔とも呼
称する。
【００１７】
　図２は、本実施形態の一態様に係る無線フレーム、サブフレーム、および、スロットの
構成を示す一例である。図２に示す一例では、スロットの長さは０．５ｍｓであり、サブ
フレームの長さは１ｍｓであり、無線フレームの長さは１０ｍｓである。スロットは、時
間領域におけるリソース割り当ての単位であってもよい。例えば、スロットは、１つのト
ランスポートブロックがマップされる単位であってもよい。例えば、トランスポートブロ
ックは、１つのスロットにマップされてもよい。ここで、トランスポートブロックは、上
位層（例えば、ＭＡＣ：Ｍｅｄｉａｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、ＲＲＣ：Ｒａｄ
ｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）で規定される所定の間隔（例えば、送信時間
間隔（ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ））内に送信さ
れるデータの単位であってもよい。
【００１８】
　例えば、スロットの長さは、ＯＦＤＭシンボルの数によって与えられてもよい。例えば
、ＯＦＤＭシンボルの数は、７、または、１４であってもよい。スロットの長さは、少な
くともＯＦＤＭシンボルの長さに基づき与えられてもよい。ＯＦＤＭシンボルの長さは、
第２のサブキャリア間隔に少なくとも基づき異なってもよい。また、ＯＦＤＭシンボルの
長さは、ＯＦＤＭシンボルの生成に用いられる高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Ｆａｓｔ　Ｆ
ｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）のポイント数に少なくとも基づき与えられてもよい
。また、ＯＦＤＭシンボルの長さは、該ＯＦＤＭシンボルに付加されるサイクリックプレ
フィックス（ＣＰ：Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）の長さを含んでもよい。ここで、ＯＦ
ＤＭシンボルは、シンボルと呼称されてもよい。また、端末装置１と基地局装置３の間の
通信において、ＯＦＤＭ以外の通信方式が使用される場合（例えば、ＳＣ－ＦＤＭＡやＤ
ＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭが使用される場合等）、生成されるＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、および
／または、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭシンボルはＯＦＤＭシンボルとも呼称される。ここで、
例えば、スロットの長さは、０．２５ｍｓ、０．５ｍｓ、１ｍｓ、２ｍｓ、３ｍｓであっ
てもよい。また、特に記載のない限り、ＯＦＤＭはＳＣ－ＦＤＭＡ、または、ＤＦＴ－ｓ
－ＯＦＤＭを含む。
【００１９】
　ＯＦＤＭは、波形整形（Ｐｕｌｓｅ　Ｓｈａｐｅ）、ＰＡＰＲ低減、帯域外輻射低減、
または、フィルタリング、および／または、位相処理（例えば、位相回転等）が適用され
たマルチキャリアの通信方式を含む。マルチキャリアの通信方式は、複数のサブキャリア
が多重された信号を生成／送信する通信方式であってもよい。
【００２０】
　サブフレームの長さは、１ｍｓであってもよい。また、サブフレームの長さは、第１の
サブキャリア間隔に基づき与えられてもよい。例えば、第１のサブキャリア間隔が１５ｋ
Ｈｚである場合、サブフレームの長さは１ｍｓであってもよい。サブフレームは、１、ま
たは、複数のスロットを含んでもよい。
【００２１】
　無線フレームは、サブフレームの数によって与えられてもよい。無線フレームのための
サブフレームの数は、例えば、１０であってもよい。
【００２２】
　図３は、本実施形態の一態様に係るスロットとミニスロットの構成例を示す図である。
図３において、スロットを構成するＯＦＤＭシンボルの数は７である。ミニスロットは、
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スロットを構成する複数のＯＦＤＭシンボルの個数よりも少ない個数の１つ以上のＯＦＤ
Ｍシンボルにより構成されてもよい。また、ミニスロットは、スロットよりも短い長さで
あってもよい。図３は、ミニスロットの構成の一例として、ミニスロット＃０からミニス
ロット＃５を示している。ミニスロットは、ミニスロット＃０に示されるように、１つの
ＯＦＤＭシンボルにより構成されてもよい。また、ミニスロットは、ミニスロット＃１か
ら＃３に示されるように２つのＯＦＤＭシンボルにより構成されてもよい。また、ミニス
ロット＃１とミニスロット＃２によって示されるように、２つのミニスロットの間にギャ
ップが挿入されてもよい。また、ミニスロットは、ミニスロット＃５に示されるように、
スロット＃０とスロット＃１の境界をまたいで構成されてもよい。つまり、ミニスロット
はスロットの境界をまたいで構成されてもよい。ここで、ミニスロットは、サブスロット
とも呼称される。また、ミニスロットは、ｓＴＴＩ（ｓｈｏｒｔ　ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）とも呼称される。また、以下では、スロッ
トは、ミニスロットに読み替えられてもよい。ミニスロットは、スロットと同じＯＦＤＭ
シンボルの数により構成されてもよい。ミニスロットは、スロットを構成する複数のＯＦ
ＤＭシンボルの個数よりも多い個数のＯＦＤＭシンボルにより構成されてもよい。ミニス
ロットの時間領域の長さは、スロットの長さより短くてもよい。ミニスロットの時間領域
の長さは、サブフレームの長さより短くてもよい。
【００２３】
　以下、本実施形態の種々の態様に係る物理チャネルおよび物理シグナルを説明する。
【００２４】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上
りリンク物理チャネルが少なくとも用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から
出力された情報を送信するために、物理層によって使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
【００２５】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（ＵＣＩ：Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ）を送信するために用いられる。上りリンク制御情報は、下りリンクチ
ャネルのチャネル状態情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ）、初期送信のためのＰＵＳＣＨ（ＵＬ－ＳＣＨ：Ｕｐｌｉｎｋ－Ｓｈａｒｅｄ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）リソースを要求するために用いられるスケジューリングリクエスト（ＳＲ
：Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）、下りリンクデータ（ＴＢ：Ｔｒａｎｓｐｏ
ｒｔ　ｂｌｏｃｋ、ＭＡＣ　ＰＤＵ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ、ＤＬ－ＳＣＨ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ－Ｓｈａｒｅｄ
　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＤＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅ
ｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）を含む。ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋは、ＡＣＫ（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）またはＮＡＣＫ（ｎｅｇａｔｉｖｅ－
ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）を示す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＨＡＲＱフィードバッ
ク、ＨＡＲＱ情報、ＨＡＲＱ制御情報、および、ＡＣＫ／ＮＡＣＫとも称する。
【００２６】
　チャネル状態情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）
は、チャネル品質指標（ＣＱＩ：　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏ
ｒ）とランク指標（ＲＩ：　Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を少なくとも含む。チャネ
ル品質指標は、プレコーダ行列指標（ＰＭＩ：Ｐｒｅｃｏｄｅｒ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄ
ｉｃａｔｏｒ）を含んでもよい。ＣＱＩは、チャネル品質（伝搬強度）に関連する指標で
あり、ＰＭＩは、プレコーダを指示する指標である。ＲＩは、送信ランク（または、送信
レイヤ数）を指示する指標である。
【００２７】
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　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（ＴＢ、ＭＡＣ　ＰＤＵ、ＵＬ－ＳＣＨ、ＰＵＳＣＨ
）を送信するために用いられる。ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋおよび／またはチャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。また、ＰＵＳＣ
Ｈはチャネル状態情報のみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびチャネル状態情報のみを送
信するために用いられてもよい。ＰＵＳＣＨは、ランダムアクセスメッセージ３を送信す
るために用いられる。
【００２８】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブル（ランダムアクセスメッセージ１）を送
信するために用いられる。ＰＲＡＣＨは、初期コネクション確立（ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｏ
ｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）プロシージャ、ハンドオーバプロシー
ジャ、コネクション再確立（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ
）プロシージャ、上りリンクデータの送信に対する同期（タイミング調整）、およびＰＵ
ＳＣＨ（ＵＬ－ＳＣＨ）リソースの要求を示すために用いられる。ランダムアクセスプリ
アンブルは、端末装置１の上位層より与えられるインデックス（ランダムアクセスプリア
ンブルインデックス）を基地局装置３に通知するために用いられてもよい。
【００２９】
　ランダムアクセスプリアンブルは、物理ルートシーケンスインデックスｕに対応するＺ
ａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列をサイクリックシフトすることによって与えられてもよい。Ｚａ
ｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列は、物理ルートシーケンスインデックスｕに基づいて生成されても
よい。１つのセルにおいて、複数のランダムアクセスプリアンブルが定義されてもよい。
ランダムアクセスプリアンブルは、ランダムアクセスプリアンブルのインデックスに少な
くとも基づき特定されてもよい。ランダムアクセスプリアンブルの異なるインデックスに
対応する異なるランダムアクセスプリアンブルは、物理ルートシーケンスインデックスｕ
とサイクリックシフトの異なる組み合わせに対応してもよい。物理ルートシーケンスイン
デックスｕ、および、サイクリックシフトは、システム情報に含まれる情報に少なくとも
基づいて与えられてもよい。物理ルートシーケンスインデックスｕは、ランダムアクセス
プリアンブルに含まれる系列を識別するインデックスであってもよい。ランダムアクセス
プリアンブルは、物理ルートシーケンスインデックスｕに少なくとも基づき特定されても
よい。
【００３０】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理シグナルが用いられ
る。上りリンク物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
くてもよいが、物理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（ＵＬ　ＲＳ：Ｕｐｌｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ
）
【００３１】
　本実施形態において、少なくとも以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が少なくと
も用いられてもよい。
・ＤＭＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
・ＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
【００３２】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ、および／または、ＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは
、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨと多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣ
ＣＨの伝搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共
に送信することを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを
共に送信することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する。
【００３３】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しなくてもよい。基地局装置３は
、チャネル状態の測定のためにＳＲＳを用いてもよい。ＳＲＳは、上りリンクスロットに
おけるサブフレームの最後、または、最後から所定数のＯＦＤＭシンボルにおいて送信さ
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れてもよい。
【００３４】
　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下
りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために、物理層によって使用される。
・ＰＢＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
・ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）
・ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
【００３５】
　ＰＢＣＨは、端末装置１において共通に用いられるマスターインフォメーションブロッ
ク（ＭＩＢ：Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ、ＢＣＨ：Ｂｒｏａｄ
ｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を報知するために用いられる。ＰＢＣＨは、所定の送信間隔
に基づき送信されてもよい。例えば、ＰＢＣＨは、８０ｍｓの間隔で送信されてもよい。
ＰＢＣＨに含まれる情報の中身は、８０ｍｓごとに更新されてもよい。ＰＢＣＨは、２８
８サブキャリアにより構成されてもよい。ＰＢＣＨは、２、３、または、４ＯＦＤＭシン
ボルを含んで構成されてもよい。ＭＩＢは、同期信号に関する識別子（インデックス）に
関連する情報を含んでもよい。ＭＩＢは、ＰＢＣＨが送信されるスロットの番号、サブフ
レームの番号、および、無線フレームの番号の少なくとも一部を指示する情報を含んでも
よい。
【００３６】
　ＰＤＣＣＨ（ＮＲ　ＰＤＣＣＨ）は、下りリンク制御情報（ＤＣＩ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を送信する、受信するために用いられる。
下りリンク制御情報は、ＤＣＩフォーマットとも呼称される。下りリンク制御情報は、下
りリンクグラント（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）または上りリンクグラント（ｕｐｌ
ｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）のいずれかを少なくとも含んでもよい。下りリンクグラントは、下
りリンクアサインメント（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）または下りリンク
割り当て（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）とも呼称される。
【００３７】
　１つの下りリンクグラントは、１つのサービングセル内の１つのＰＤＳＣＨのスケジュ
ーリングのために少なくとも用いられる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラント
が送信されたスロットと同じスロット内のＰＤＳＣＨのスケジューリングのために少なく
とも用いられる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたスロットと
異なるスロット内のＰＤＳＣＨのスケジューリングのために用いられてもよい。
【００３８】
　１つの上りリンクグラントは、１つのサービングセル内の１つのＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングのために少なくとも用いられる。
【００３９】
　端末装置１は、ＰＤＣＣＨの探索のために、１または複数の制御リソースセット（ＣＯ
ＲＥＳＥＴ）が設定される。端末装置１は、設定された制御リソースセットにおいてＰＤ
ＣＣＨの受信を試みる。制御リソースセットの詳細は後述される。
【００４０】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（ＤＬ－ＳＣＨ、ＰＤＳＣＨ）を送信する、受信する
ために用いられる。ＰＤＳＣＨは、ランダムアクセスメッセージ２（ランダムアクセスレ
スポンス）を送信するために少なくとも用いられる。ＰＤＳＣＨは、初期アクセスのため
に用いられるパラメータを含むシステム情報を送信するために少なくとも用いられる。
【００４１】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理シグナルが用いられ
る。下りリンク物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信する、受信するために
使用されなくてもよいが、物理層によって使用される。
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・同期信号（ＳＳ：Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）
・下りリンク参照信号（ＤＬ　ＲＳ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎ
ａｌ）
【００４２】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。同期信号は、ＰＳＳ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　
Ｓｉｇｎａｌ）、および、ＳＳＳ（Ｓｅｃｏｎｄ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓ
ｉｇｎａｌ）を含む。
【００４３】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を
算出するために用いられる。
【００４４】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの下りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（ＤｅＭｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
・Ｓｈａｒｅｄ　ＲＳ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
【００４５】
　ＤＭＲＳは、ＰＤＣＣＨ、および／または、ＰＤＳＣＨの送信に対応する。ＤＭＲＳは
、ＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨに多重される。端末装置１は、ＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣ
Ｈの伝搬路補正を行なうために該ＰＤＣＣＨまたは該ＰＤＳＣＨと対応するＤＭＲＳを使
用してもよい。以下、ＰＤＣＣＨと該ＰＤＣＣＨと対応するＤＭＲＳが共に送信されるこ
とは、単にＰＤＣＣＨが送信されると呼称される。以下、ＰＤＣＣＨと該ＰＤＣＣＨと対
応するＤＭＲＳが共に受信されることは、単にＰＤＣＣＨが受信されると呼称される。以
下、ＰＤＳＣＨと該ＰＤＳＣＨと対応するＤＭＲＳが共に送信されることは、単にＰＤＳ
ＣＨが送信されると呼称される。以下、ＰＤＳＣＨと該ＰＤＳＣＨと対応するＤＭＲＳが
共に受信されることは、単にＰＤＳＣＨが受信されると呼称される。
【００４６】
　Ｓｈａｒｅｄ　ＲＳは、少なくともＰＤＣＣＨの送信に対応してもよい。Ｓｈａｒｅｄ
　ＲＳは、ＰＤＣＣＨに多重されてもよい。端末装置１は、ＰＤＣＣＨの伝搬路補正を行
うためにＳｈａｒｅｄ　ＲＳを使用してもよい。以下、ＰＤＣＣＨとＳｈａｒｅｄ　ＲＳ
が共に送信されることは、単にＰＤＣＣＨが送信されるとも呼称される。以下、ＰＤＣＣ
ＨとＳｈａｒｅｄ　ＲＳが共に受信されることは、単にＰＤＣＣＨが受信されるとも呼称
される。
【００４７】
　ＤＭＲＳは、端末装置１に個別に設定されるＲＳであってもよい。ＤＭＲＳの系列は、
端末装置１に個別に設定されるパラメータに少なくとも基づいて与えられてもよい。ＤＭ
ＲＳは、ＰＤＣＣＨ、および／または、ＰＤＳＣＨのために個別に送信されてもよい。一
方、Ｓｈａｒｅｄ　ＲＳは、複数の端末装置１に共通に設定されるＲＳであってもよい。
Ｓｈａｒｅｄ　ＲＳの系列は、端末装置１に個別に設定されるパラメータとは関係なく与
えられてもよい。例えば、Ｓｈａｒｅｄ　ＲＳの系列は、スロットの番号、ミニスロット
の番号、および、セルＩＤ（identity）の少なくとも一部に基づいて与えられてもよい。
Ｓｈａｒｅｄ　ＲＳは、ＰＤＣＣＨ、および／または、ＰＤＳＣＨが送信されているか否
かに関わらず送信されるＲＳであってもよい。
【００４８】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理シグナルは、下りリンク信号とも呼称さ
れる。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理シグナルは、上りリンク信号とも呼
称される。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理チャ
ネルと称する。下りリンク物理シグナルおよび上りリンク物理シグナルを総称して、物理
シグナルと称する。
【００４９】
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　ＢＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層で用いられるチ
ャネルはトランスポートチャネルと呼称される。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチ
ャネルの単位は、トランスポートブロックまたはＭＡＣ　ＰＤＵとも呼称される。ＭＡＣ
層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　
Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡ
Ｃ層が物理層に渡す（ｄｅｌｉｖｅｒ）データの単位である。物理層において、トランス
ポートブロックはコードワードにマップされ、コードワード毎に変調処理が行なわれる。
【００５０】
　基地局装置３と端末装置１は、上位層（ｈｉｇｈｅｒ　ｌａｙｅｒ）において信号をや
り取り（送受信）する。例えば、基地局装置３と端末装置１は、無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ：　Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層において、ＲＲＣシグナリン
グ（ＲＲＣ　ｍｅｓｓａｇｅ：　Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｍｅ
ｓｓａｇｅ、ＲＲＣ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：　Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎとも称される）を送受信してもよい。また、基地局
装置３と端末装置１は、ＭＡＣ層において、ＭＡＣ　ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅ
ｎｔ）を送受信してもよい。ここで、ＲＲＣシグナリング、および／または、ＭＡＣ　Ｃ
Ｅを、上位層の信号（ｈｉｇｈｅｒ　ｌａｙｅｒ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）とも称する。
【００５１】
　ＰＵＳＣＨおよびＰＤＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣ　ＣＥを送信す
るために少なくとも用いられる。ここで、基地局装置３よりＰＤＳＣＨで送信されるＲＲ
Ｃシグナリングは、セル内における複数の端末装置１に対して共通のシグナリングであっ
てもよい。セル内における複数の端末装置１に対して共通のシグナリングは、共通ＲＲＣ
シグナリングとも呼称される。基地局装置３からＰＤＳＣＨで送信されるＲＲＣシグナリ
ングは、ある端末装置１に対して専用のシグナリング（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｓｉｇｎａ
ｌｉｎｇまたはＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇとも呼称される）であって
もよい。端末装置１に対して専用のシグナリングは、専用ＲＲＣシグナリングとも呼称さ
れる。セルスペシフィックパラメータは、セル内における複数の端末装置１に対して共通
のシグナリング、または、ある端末装置１に対して専用のシグナリングを用いて送信され
てもよい。ＵＥスペシフィックパラメータは、ある端末装置１に対して専用のシグナリン
グを用いて送信されてもよい。専用ＲＲＣシグナリングを含むＰＤＳＣＨは、第１の制御
リソースセット内のＰＤＣＣＨによってスケジュールされてもよい。
【００５２】
　ＢＣＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）、ＣＣＣＨ（Ｃｏ
ｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）、および、ＤＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）は、ロジカルチャネルである。例えば、ＢＣＣＨは
、ＭＩＢを送信するために用いられる上位層のチャネルである。また、ＣＣＣＨ（Ｃｏｍ
ｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、複数の端末装置１において共通な情報を
送信するために用いられる上位層のチャネルである。ここで、ＣＣＣＨは、例えば、ＲＲ
Ｃ接続されていない端末装置１に対して用いられる。また、ＤＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅ
ｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、端末装置１に個別の制御情報（ｄｅｄｉｃａ
ｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を送信するために用いられる上位層
のチャネルである。ここで、ＤＣＣＨは、例えば、ＲＲＣ接続されている端末装置１に対
して用いられる。
【００５３】
　ロジカルチャネルにおけるＢＣＣＨは、トランスポートチャネルにおいてＢＣＨ、ＤＬ
－ＳＣＨ、または、ＵＬ－ＳＣＨにマップされてもよい。ロジカルチャネルにおけるＣＣ
ＣＨは、トランスポートチャネルにおいてＤＬ－ＳＣＨまたはＵＬ－ＳＣＨにマップされ
てもよい。ロジカルチャネルにおけるＤＣＣＨは、トランスポートチャネルにおいてＤＬ
－ＳＣＨまたはＵＬ－ＳＣＨにマップされてもよい。
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【００５４】
　トランスポートチャネルにおけるＵＬ－ＳＣＨは、物理チャネルにおいてＰＵＳＣＨに
マップされる。トランスポートチャネルにおけるＤＬ－ＳＣＨは、物理チャネルにおいて
ＰＤＳＣＨにマップされる。トランスポートチャネルにおけるＢＣＨは、物理チャネルに
おいてＰＢＣＨにマップされる。
【００５５】
　以下、制御リソースセットについて説明する。
【００５６】
　図４は、本実施形態の一態様に係る制御リソースセットのマッピングの一例を示した図
である。制御リソースセットは、１つまたは複数の制御チャネルがマップされうる時間周
波数領域を示してもよい。制御リソースセットは、端末装置１がＰＤＣＣＨの受信および
／または検出（ブラインド検出（ＢＤ：Ｂｌｉｎｄ　Ｄｅｃｏｄｉｎｇ））を試みる領域
であってもよい。図４（ａ）に示されるように、制御リソースセットは、周波数領域にお
いて連続的なリソース（Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ）により構成されてもよ
い。また、図４（ｂ）に示されるように、制御リソースセットは、周波数領域において非
連続的なリソース（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ）により構成されてもよ
い。
【００５７】
　周波数領域において、制御リソースセットのマッピングの単位はリソースブロックであ
ってもよい。時間領域において、制御リソースセットのマッピングの単位はＯＦＤＭシン
ボルであってもよい。
【００５８】
　制御リソースセットの周波数領域は、サービングセルのシステム帯域幅と同一であって
もよい。また、制御リソースセットの周波数領域は、サービングセルのシステム帯域幅に
少なくとも基づき与えられてもよい。制御リソースセットの周波数領域は、上位層のシグ
ナリング、および／下りリンク制御情報に少なくとも基づき与えられてもよい。例えば、
制御リソースセットを構成するリソースブロックの位置が上位層のシグナリングを用いて
基地局装置３から端末装置１に通知される。制御リソース毎に制御リソースセットを構成
するリソースブロックの位置が上位層のシグナリングを用いて基地局装置３から端末装置
１に通知される。
【００５９】
　制御リソースセットの時間領域は、上位層のシグナリング、および／または、下りリン
ク制御情報に少なくとも基づき与えられてもよい。例えば、制御リソースセットを構成す
るＯＦＤＭシンボルの開始位置と終了位置が上位層のシグナリングを用いて基地局装置３
から端末装置１に通知される。例えば、制御リソースセットを構成宇するＯＦＤＭシンボ
ルの数が上位層のシグナリングを用いて基地局装置３から端末装置１に通知される。
【００６０】
　制御リソースセットは、共通制御リソースセット（Ｃｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｅｔ）（Ｃｏｍｍｏｎ　ＣＯＲＥＳＥＴ）および専用制御リソースセ
ット（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｅｔ）（ＵＥ　ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　ＣＯＲＥＳＥＴ）の一方または両方を少なくとも含んでもよい。共通制御
リソースセットは、複数の端末装置１に対して共通に設定される制御リソースセットであ
ってもよい。共通制御リソースセットは、ＭＩＢ、第１のシステム情報、第２のシステム
情報、共通ＲＲＣシグナリング、セルＩＤ、等に少なくとも基づき与えられてもよい。専
用制御リソースセットは、個別の端末装置１のために専用的に用いられるように設定され
る制御リソースセットであってもよい。専用制御リソースセットは、専用ＲＲＣシグナリ
ング、および／または、Ｃ－ＲＮＴＩの値に少なくとも基づき与えられてもよい。
【００６１】
　制御リソースセットは、端末装置１がモニタする制御チャネル（または、制御チャネル
の候補）のセットであってもよい。制御リソースセットは、端末装置１がモニタする制御
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チャネル（または、制御チャネルの候補）のセットを含んでもよい。制御リソースセット
は、１または複数の探索領域（サーチスペース、ＳＳ：Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）を含
んで構成されてもよい。制御リソースセットは、探索領域と同義であってもよい。
【００６２】
　探索領域は、１または複数のＰＤＣＣＨ候補（ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ）を含
んで構成される。端末装置１は、探索領域に含まれるＰＤＣＣＨ候補を受信し、ＰＤＣＣ
Ｈの受信を試みる。ここで、ＰＤＣＣＨ候補は、ブラインド検出候補（ｂｌｉｎｄ　ｄｅ
ｔｅｃｔｉｏｎ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ）とも呼称される。
【００６３】
　探索領域は、ＣＳＳ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ、共通探索領域）およ
びＵＳＳ（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）の一方または両方を少
なくとも含んでもよい。ＣＳＳは、複数の端末装置１に対して共通に設定される探索領域
であってもよい。ＵＳＳは、個別の端末装置１のために専用的に用いられる設定を含む探
索領域であってもよい。ＣＳＳは、ＭＩＢ、第１のシステム情報、第２のシステム情報、
共通ＲＲＣシグナリング、セルＩＤ、等に少なくとも基づき与えられてもよい。ＵＳＳは
、専用ＲＲＣシグナリング、および／または、Ｃ－ＲＮＴＩの値に少なくとも基づき与え
られてもよい。本発明の実施形態のＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補の詳細については後
述する。
【００６４】
　ＣＳＳは、プライマリセルにおいてシステム情報を送信するために用いられるＳＩ－Ｒ
ＮＴＩによってスクランブルされたＤＣＩフォーマットに対するタイプ０ＰＤＣＣＨ　Ｃ
ＳＳ、および、初期アクセスに用いられるＩＮＴ－ＲＮＴＩによってスクランブルされた
ＤＣＩフォーマットに対するタイプ１ＰＤＣＣＨ　ＣＳＳが用いられてもよい。端末装置
１は、それらの探索領域におけるＰＤＣＣＨ候補をモニタすることができる。所定のＲＮ
ＴＩによってスクランブルされたＤＣＩフォーマットとは、所定のＲＮＴＩによってスク
ランブルされたＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）が付加され
たＤＣＩフォーマットであってもよい。
【００６５】
　なお、ＣＳＳに含まれるＰＤＣＣＨおよび／またはＤＣＩには、該ＰＤＣＣＨ／ＤＣＩ
が、どのサービングセル（または、どのコンポーネントキャリア）に対するＰＤＳＣＨま
たはＰＵＳＣＨをスケジュールしているかを示すＣＩＦ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ　Ｆｉｅｌｄ）（キャリアインジケータ）が含まれなくてもよい。
【００６６】
　なお、端末装置１に対して複数のサービングセルおよび／または複数のコンポーネント
キャリアを集約して通信（送信および／または受信）を行なうキャリア集約が設定される
場合には、所定のサービングセル（所定のコンポーネントキャリア）に対するＵＳＳに含
まれるＰＤＣＣＨおよび／またはＤＣＩには、該ＰＤＣＣＨ／ＤＣＩが、どのサービング
セルおよび／またはどのコンポーネントキャリアに対するＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを
スケジュールしているかを示すＣＩＦが含まれる。
【００６７】
　なお、端末装置１に対して１つのサービングセルおよび／または１つのコンポーネント
キャリアを用いて通信を行なう場合には、ＵＳＳに含まれるＰＤＣＣＨおよび／またはＤ
ＣＩには、該ＰＤＣＣＨ／ＤＣＩが、どのサービングセルおよび／またはどのコンポーネ
ントキャリアに対するＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨをスケジュールしているかを示すＣＩ
Ｆが含まれなくてもよい。
【００６８】
　共通制御リソースセットは、ＣＳＳおよびＵＳＳの一方または両方を少なくとも含んで
もよい。専用制御リソースセットは、ＣＳＳおよびＵＳＳの一方または両方を少なくとも
含んでもよい。専用制御リソースセットは、ＣＳＳを含まなくてもよい。
【００６９】
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　探索領域の物理リソースは制御チャネルの構成単位（ＣＣＥ：Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）により構成される。ＣＣＥは所定の数のリソース要素グルー
プ（ＲＥＧ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ　Ｇｒｏｕｐ）により構成される。例え
ば、ＣＣＥは６個のＲＥＧにより構成されてもよい。ＲＥＧは１つのＰＲＢ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）の１ＯＦＤＭシンボルにより構成されてもよい
。つまり、ＲＥＧは１２個のリソースエレメント（ＲＥ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅ
ｎｔ）を含んで構成されてもよい。ＰＲＢは、単にＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ
）とも呼称される。
【００７０】
　つまり、端末装置１は、制御リソースセット内の探索領域に含まれるＰＤＣＣＨ候補を
ブラインド検出することによって、該端末装置１に対するＰＤＣＣＨおよび／またはＤＣ
Ｉを検出することができる。
【００７１】
　１つのサービングセルおよび／または１つのコンポーネントキャリアにおける１つの制
御リソースセットに対するブラインド検出の回数は、該制御リソースセットに含まれるＰ
ＤＣＣＨに対する探索領域の種類、集約レベルの種類、ＰＤＣＣＨ候補の数に基づいて決
定されてもよい。ここで、端末領域の種類とは、ＣＳＳおよび／またはＵＳＳおよび／ま
たはＵＧＳＳ（ＵＥ　Ｇｒｏｕｐ　ＳＳ）および／またはＧＣＳＳ（Ｇｒｏｕｐ　ＣＳＳ
）のうち、少なくとも１つが含まれてもよい。集約レベルの種類とは、探索領域を構成す
るＣＣＥに対してサポートされる最大集約レベルを示し、｛１，２，４，８，…，Ｘ｝（
Ｘは所定の値）のうち、少なくとも１つから規定／設定されてもよい。ＰＤＣＣＨ候補の
数とは、ある集約レベルに対するＰＤＣＣＨ候補の数を示してもよい。つまり、複数の集
約レベルに対してそれぞれ、ＰＤＣＣＨ候補の数が規定／設定されてもよい。なお、ＵＧ
ＳＳは、１つまたは複数の端末装置１に対して共通して割り当てられる探索領域であって
もよい。ＧＣＳＳは、１つまたは複数の端末装置１に対してＣＳＳに関連するパラメータ
を含むＤＣＩがマップされた探索領域であってもよい。なお、集約レベルは、所定のＣＣ
Ｅ数の集約レベルを示し、１つのＰＤＣＣＨおよび／または探索領域を構成するＣＣＥの
総数に関連する。
【００７２】
　なお、集約レベルの大きさが、ＰＤＣＣＨおよび／または探索領域に対応するカバレッ
ジまたはＰＤＣＣＨおよび／または探索領域に含まれるＤＣＩのサイズ（ＤＣＩフォーマ
ットサイズ、ペイロードサイズ）に関連付けられてもよい。
【００７３】
　なお、１つの制御リソースセットに対して、ＰＤＣＣＨシンボルの開始位置（スタート
シンボル）が設定される場合、且つ、所定の期間において、１つよりも多く制御リソース
セット内のＰＤＣＣＨを検出可能である場合には、各スタートシンボルに対応する時間領
域に対して、該制御リソースセットに含まれるＰＤＣＣＨに対する探索領域の種類、集約
レベルの種類、ＰＤＣＣＨ候補の数がそれぞれ設定されてもよい。該制御リソースセット
に含まれるＰＤＣＣＨに対する、探索領域の種類、集約レベルの種類、ＰＤＣＣＨ候補の
数はそれぞれ、制御リソースセット毎に設定されてもよいし、ＤＣＩおよび／または上位
層の信号を介して提供／設定されてもよいし、仕様書によって予め規定／設定されてもよ
い。なお、ＰＤＣＣＨ候補の数は、所定の期間のＰＤＣＣＨ候補の数であってもよい。な
お、所定の期間は、１ミリ秒であってもよい。所定の期間は、１マイクロ秒であってもよ
い。また、所定の期間は、１スロット期間であってもよい。また、所定の期間は、１つの
ＯＦＤＭシンボル期間であってもよい。
【００７４】
　なお、１つの制御リソースセットに対してＰＤＣＣＨシンボルの開始位置（スタートシ
ンボル）が１つよりも多い場合、つまり、所定の期間において、ＰＤＣＣＨをブラインド
検出（モニタ）するタイミングが複数ある場合には、各スタートシンボルに対応する時間
領域に対して、該制御リソースセットに含まれるＰＤＣＣＨに対する探索領域の種類、集
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約レベルの種類、ＰＤＣＣＨ候補の数がそれぞれ設定されてもよい。該制御リソースセッ
トに含まれるＰＤＣＣＨに対する、探索領域の種類、集約レベルの種類、ＰＤＣＣＨ候補
の数はそれぞれ、制御リソースセット毎に設定されてもよいし、ＤＣＩおよび／または上
位層の信号を介して提供／設定されてもよいし、仕様書によって予め規定／設定されても
よい。
【００７５】
　なお、ＰＤＣＣＨ候補の数の示し方として、ＰＤＣＣＨ候補の所定の数から削減する個
数を、集約レベル毎に規定／設定されるような構成でもよい。
【００７６】
　端末装置１は、１つまたは複数のサービングセル／コンポーネントキャリアに対して所
定の数よりも多い制御リソースセットが設定できる場合、ブラインド検出に関連する能力
情報を基地局装置３に送信／通知してもよい。
【００７７】
　端末装置１は、第１のスロットフォーマットおよび第２のスロットフォーマットをサポ
ートしている場合には、スロットフォーマットに関連する能力情報を基地局装置３に送信
／通知してもよい。
【００７８】
　端末装置１は、１つまたは複数のサービングセル／コンポーネントキャリアの所定の期
間に対して所定の数よりも多い制御リソースセットが設定できる場合、ブラインド検出に
関連する能力情報を基地局装置３に送信／通知してもよい。
【００７９】
　なお、該ブラインド検出に関連する能力情報には、所定の期間におけるブラインド検出
の最大回数を示す情報が含まれてもよい。また、該ブラインド検出に関連する能力情報に
は、ＰＤＣＣＨ候補を削減することができることを示す情報が含まれてもよい。また、該
ブラインド検出に関連する能力情報には、所定の期間においてブラインド検出可能な制御
リソースセットの最大数を示す情報が含まれてもよい。該制御リソースセットの最大数と
ＰＤＣＣＨのモニタリングが可能なサービングセルおよび／またはコンポーネントキャリ
アの最大数はそれぞれ、個別のパラメータとして設定されてもよいし、共通のパラメータ
として設定されてもよい。また、該ブラインド検出に関連する能力情報には、所定の期間
において、同時にブラインド検出を行なうことのできる制御リソースセットの最大数を示
す情報が含まれてもよい。
【００８０】
　端末装置１は、所定の期間において、所定の数よりも多い制御リソースセットの検出（
ブラインド検出）を行なう能力をサポートしていない場合には、該ブラインド検出に関連
する能力情報を送信／通知しなくてもよい。基地局装置３は、該ブラインド検出に関連す
る能力情報を受信しなかった場合には、ブラインド検出に対する所定の数を超えないよう
に、制御リソースセットに関する設定を行ない、ＰＤＣＣＨを送信してもよい。
【００８１】
　制御リソースセットに関する設定には、ＰＤＣＣＨの開始位置（スタートシンボル）を
示すパラメータが含まれてもよい。また、制御リソースセットに関する設定には、該制御
リソースセットの時間リソース領域（該制御リソースセットを構成するＯＦＤＭシンボル
数）を示すパラメータが含まれてもよい。また、制御リソースセットに関する設定には、
該制御リソースセットの周波数リソース領域（該制御リソースセットを構成するリソース
ブロック数）を示すパラメータが含まれてもよい。また、制御リソースセットに関する設
定には、ＣＣＥからＲＥＧへのマッピングの種類を示すパラメータが含まれてもよい。ま
た、制御リソースセットに関する設定には、ＲＥＧバンドルサイズが含まれてもよい。ま
た、制御リソースセットに関する設定には、制御リソースセット内のＰＤＣＣＨのアンテ
ナポートの擬似配置（ＰＤＣＣＨが所定のアンテナポートと同じリソースが用いられるか
どうか）を示すパラメータが含まれてもよい。また、制御リソースセットに関する設定に
は、ＵＳＳのＣＣＥ集約レベルを示すパラメータが含まれてもよい。また、制御リソース
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セットに関する設定には、ＰＤＣＣＨおよび／または該制御リソースセットをモニタする
周期を示すパラメータが含まれてもよい。ＰＤＣＣＨの開始位置に応じて、ＰＤＣＣＨの
ブラインド検出の最大数は個別に設定されてもよい。
【００８２】
　以下、本実施形態に係る物理リソースの単位について説明する。
【００８３】
　図５は、本実施形態の一態様に係るスロットに含まれるリソースエレメントの一例を示
した図である。ここで、リソースエレメントは、１つのＯＦＤＭシンボルと１つのサブキ
ャリアにより定義されるリソースである。図５に示されるように、スロットは、Ｎｓｙｍ

ｂ個のＯＦＤＭシンボルを含む。スロットに含まれるサブキャリアの数は、スロットに含
まれるリソースブロックの数ＮＲＢと、リソースブロックあたりのサブキャリア数ＮＲＢ

ＳＣの積により与えられてもよい。ここで、リソースブロックは、時間領域と周波数領域
のリソースエレメントのグループである。リソースブロックは、時間領域、および／また
は、周波数領域のリソース割り当ての単位として用いられてもよい。例えば、ＮＲＢ

ＳＣ

は１２であってもよい。Ｎｓｙｍｂは、サブフレームに含まれるＯＦＤＭシンボルの数と
同一であってもよい。Ｎｓｙｍｂは、スロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数と同一で
あってもよい。ＮＲＢは、セルの帯域幅と第１のサブキャリア間隔に基づき与えられても
よい。また、ＮＲＢは、セルの帯域幅と第２のサブキャリア間隔に基づき与えられてもよ
い。また、ＮＲＢは、基地局装置３より送信される上位層の信号（例えば、ＲＲＣシグナ
リング）等に基づき与えられてもよい。また、ＮＲＢは、仕様書の記載等に基づき与えら
れてもよい。リソースエレメントは、サブキャリアのためのインデックスｋと、ＯＦＤＭ
シンボルのためのインデックスｌにより識別される。
【００８４】
　図６は、本実施形態の一態様に係る１つのＲＥＧの構成の一例を示す図である。ＲＥＧ
は、１つのＰＲＢの１つのＯＦＤＭシンボルにより構成されてもよい。つまり、ＲＥＧは
周波数領域において連続する１２個のＲＥにより構成されてもよい。ＲＥＧを構成する複
数のＲＥのうちの一部は、下りリンク制御情報がマップされないＲＥであってもよい。Ｒ
ＥＧは、下りリンク制御情報がマップされないＲＥを含んで構成されてもよいし、下りリ
ンク制御情報がマップされないＲＥを含まずに構成されてもよい。下りリンク制御情報が
マップされないＲＥは、参照信号がマップされるＲＥであってもよいし、制御チャネル以
外のチャネルがマップされるＲＥであってもよいし、制御チャネルがマップされないこと
が端末装置１によって想定されるＲＥであってもよい。
【００８５】
　図７は、本実施形態の一態様に係るＣＣＥの構成例を示す図である。ＣＣＥは、６個の
ＲＥＧにより構成されてもよい。図７（ａ）に示されるように、ＣＣＥは連続的にマップ
されるＲＥＧにより構成されてもよい（このようなマッピングをＬｏｃａｌｉｚｅｄ　ｍ
ａｐｐｉｎｇと称してもよい）。なお、必ずしもＣＣＥを構成する全てのＲＥＧが周波数
領域で連続していなくてもよい。例えば、制御リソースセットを構成する複数のリソース
ブロックの全てが周波数領域で連続ではない場合、ＲＥＧに割り振られた番号が連続して
いたとしても、連続する番号の各ＲＥＧを構成する各リソースブロックは周波数領域で連
続ではない。制御リソースセットが複数のＯＦＤＭシンボルから構成され、１つのＣＣＥ
を構成する複数のＲＥＧが複数の時間区間（ＯＦＤＭシンボル）にわたって配置される場
合、図７（ｂ）に示されるように、ＣＣＥは連続的にマップされるＲＥＧのグループによ
り構成されてもよい。図７（ｃ）に示されるように、ＣＣＥは非連続的にマップされるＲ
ＥＧにより構成されてもよい（このようなマッピングをＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｍａｐ
ｐｉｎｇと称してもよい）。制御リソースセットが複数のＯＦＤＭシンボルから構成され
、１つのＣＣＥを構成する複数のＲＥＧが複数の時間区間（ＯＦＤＭシンボル）にわたっ
て配置される場合、図７（ｄ）に示されるように、ＣＣＥは、異なる時間区間（ＯＦＤＭ
シンボル）のＲＥＧがミックスされて、非連続的にマップされるＲＥＧにより構成されて
もよい。図７（ｅ）に示されるように、ＣＣＥは、複数のＲＥＧのグループ単位で分散し
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てマップされるＲＥＧにより構成されてもよい。図７（ｆ）に示されるように、ＣＣＥは
、複数のＲＥＧのグループ単位で分散してマップされるＲＥＧにより構成されてもよい。
【００８６】
　ＣＣＥは、１または複数のＲＥＧのグループを含んで構成されてもよい。ＲＥＧのグル
ープは、ＲＥＧバンドル（ｂｕｎｄｌｅ）とも呼称される。１つのＲＥＧのグループを構
成するＲＥＧの数は、Ｂｕｎｄｌｅ　ｓｉｚｅと呼称される。端末装置１は、ＲＥＧのグ
ループ内のＲＥに適用されるプレコーダが同一であると想定してもよい。端末装置１は、
ＲＥＧのグループ内のＲＥに適用されるプレコーダが同一であると想定して、チャネル推
定を行うことができる。一方、端末装置１は、ＲＥＧのグループ間のＲＥに適用されるプ
レコーダが同一ではないと想定してもよい。言い換えれば、端末装置１は、ＲＥＧのグル
ープ間のＲＥに適用されるプレコーダが同一であると想定しなくてもよい。「ＲＥＧのグ
ループ間」は、「異なる２つのＲＥＧのグループの間」と言い換えられてもよい。端末装
置１は、ＲＥＧのグループ間のＲＥに適用されるプレコーダが同一ではないと想定してチ
ャネル推定を行うことができる。ＲＥＧのグループの詳細は後述される。
【００８７】
　ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥの数は、集約レベル（ＡＬ：Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ
　Ｌｅｖｅｌ）とも呼称される。１つのＰＤＣＣＨ候補が複数のＣＣＥの集約で構成され
る場合、１つのＰＤＣＣＨ候補はＣＣＥの番号が連続する複数のＣＣＥから構成される。
集約レベルがＡＬXのＰＤＣＣＨ候補の集合は、集約レベルＡＬXの探索領域とも呼称され
る。つまり、集約レベルＡＬXの探索領域は、集約レベルがＡＬＸの１または複数のＰＤ
ＣＣＨ候補を含んで構成されてもよい。また、探索領域は、複数の集約レベルのＰＤＣＣ
Ｈ候補を含んでもよい。例えば、ＣＳＳは、複数の集約レベルのＰＤＣＣＨ候補を含んで
もよい。また、ＵＳＳは、複数の集約レベルのＰＤＣＣＨ候補を含んでもよい。ＣＳＳに
含まれるＰＤＣＣＨ候補の集約レベルのセットと、ＵＳＳに含まれるＰＤＣＣＨ候補の集
約レベルのセットはそれぞれ規定／設定されてもよい。
【００８８】
　以下、ＲＥＧのグループについて説明する。
【００８９】
　ＲＥＧのグループは、端末装置１におけるチャネル推定のために用いられてもよい。例
えば、端末装置１は、ＲＥＧのグループ毎にチャネル推定を行う。これは、異なるプレコ
ーダが適用される参照信号のためのＲＥにおいてチャネル推定（例えばＭＭＳＥチャネル
推定等）を実施することが困難であることに基づく。ここで、ＭＭＳＥは、Ｍｉｎｉｍｕ
ｍ　Ｍｅａｎ　Ｓｑｕａｒｅ　Ｅｒｒｏｒの略称である。
【００９０】
　チャネル推定の精度は、参照信号に割り当てられる電力、参照信号のために用いられる
ＲＥの時間周波数領域の密度、無線チャネルの環境等に少なくとも基づき変動する。チャ
ネル推定の精度は、チャネル推定のために用いられる時間周波数の領域に少なくとも基づ
き変動する。本実施形態の種々の態様において、ＲＥＧのグループは、チャネル推定のた
めに用いられる時間周波数の領域を設定するパラメータとして用いられてもよい。
【００９１】
　つまり、ＲＥＧのグループが大きいほどチャネル推定精度の利得を獲得できる。一方で
、ＲＥＧのグループが小さいことは、１つのＰＤＣＣＨ候補に多くのＲＥＧのグループを
含むことである。１つのＰＤＣＣＨ候補に多くのＲＥＧのグループが含まれることは、そ
れぞれのＲＥＧのグループに対して個別にプレコーダを適用することにより空間的なダイ
バーシチを獲得する送信方法（プレコーダ回転、プレコーダサイクリングなどと呼称され
る）において好適である。
【００９２】
　１つのＲＥＧのグループは、時間領域、および／または、周波数領域で連続する、また
は近いＲＥＧにより構成されてもよい。
【００９３】
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　時間領域のＲＥＧのグループは、チャネル推定精度の改善、および／または、参照信号
の削減に好適である。例えば、時間領域のＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、１
であってもよいし、２であってもよいし、３であってもよいし、その他の値であってもよ
い。また、時間領域においてＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、制御リソースセ
ットに含まれるＯＦＤＭシンボル数に少なくとも基づき与えられてもよい。また、時間領
域においてＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、制御リソースセットに含まれるＯ
ＦＤＭシンボルの数と同一であってもよい。
【００９４】
　周波数領域のＲＥＧのグループは、チャネル推定精度の改善に寄与する。例えば、周波
数領域のＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、２であってもよいし、３であっても
よいし、少なくとも２の倍数であってもよいし、少なくとも３の倍数であってもよい。ま
た、周波数領域においてＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、制御リソースセット
のＰＲＢの数に少なくとも基づき与えられてもよい。また、周波数領域においてＲＥＧの
グループを構成するＲＥＧの数は、制御リソースセットに含まれるＰＲＢの数と同一であ
ってもよい。
【００９５】
　図８は、本実施形態の一態様に係るＰＤＣＣＨ候補を構成するＲＥＧと、ＲＥＧのグル
ープを構成するＲＥＧの数についての一例を示す図である。図８（ａ）に示される一例で
は、ＰＤＣＣＨ候補が１ＯＦＤＭシンボルにマップされており、２つのＲＥＧを含むＲＥ
Ｇのグループ（ＲＥＧ　ｇｒｏｕｐ）が３つ構成されている。つまり、図８（ａ）に示さ
れる一例では、１つのＲＥＧのグループは２つのＲＥＧにより構成される。周波数領域に
おいてＲＥＧのグループを構成するＲＥＧ数は、周波数方向にマップされるＰＲＢの個数
の約数を含んでもよい。図８（ａ）に示される一例では、周波数領域のＲＥＧのグループ
を構成するＲＥＧの数は１、２、３、または、６であってもよい。
【００９６】
　図８（ｂ）に示される一例では、ＰＤＣＣＨ候補が２つのＯＦＤＭシンボルにマップさ
れており、２つのＲＥＧを含むＲＥＧのグループが３つ構成されている。図８（ｂ）に示
される一例では、周波数領域のＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、１と３のいず
れかであってもよい。
【００９７】
　周波数領域におけるＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、ＰＤＣＣＨ候補がマッ
プされるＯＦＤＭシンボルの数に少なくとも基づき与えられてもよい。周波数領域におけ
るＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、ＰＤＣＣＨ候補がマップされるＯＦＤＭシ
ンボルの数に対して個別に設定されてもよい。ＰＤＣＣＨ候補がマップされるＯＦＤＭシ
ンボルの数は、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングがＴｉｍｅ　ｆｉｒｓｔであるかＦ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｆｉｒｓｔであるか、に基づき異なってもよい。つまり、周波数領域
のＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングに少
なくとも基づき与えられてもよい。周波数領域におけるＲＥＧのグループを構成するＲＥ
Ｇの数は、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングに対して個別に設定されてもよい。ＣＣ
Ｅを構成するＲＥＧのマッピングは、Ｔｉｍｅ　ｆｉｒｓｔかＦｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｆｉ
ｒｓｔのいずれかであってもよい。また、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングは、連続
的なマッピングか非連続的なマッピングのいずれかであってもよい。周波数領域における
ＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、１つのＣＣＥがマップされるＯＦＤＭシンボ
ルの数に少なくとも基づき与えられてもよい。周波数領域におけるＲＥＧのグループを構
成するＲＥＧの数は、１つのＣＣＥがマップされるＯＦＤＭシンボルの数に対して個別に
設定されてもよい。
【００９８】
　図９は、本実施形態の一態様に係るＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングの一例を示す
図である。ここでは、制御リソースセットを構成するＯＦＤＭシンボルの数が３個の場合
について示す。図９において、ＣＣＥは６つのＲＥＧにより構成される。また、図９にお
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いて、時間領域におけるＲＥＧのインデックスｍは左からｍ＝０～２（０、１、２）の値
が付されている。また、図９において、周波数領域におけるＲＥＧのインデックスｎは、
下からｎ＝０～５（０、１、２、３、４、５）の値が付されている。図９（ａ）において
、ＣＣＥを構成するＲＥＧがＴｉｍｅ　ｆｉｒｓｔにマップされる一例が示されている。
Ｔｉｍｅ　ｆｉｒｓｔのマッピングは、時間領域におけるＲＥＧのインデックスの低い（
小さい）方から高い（大きい）方へＲＥＧをマップし、時間領域のＲＥＧのインデックス
が最大に到達した時点で周波数領域のＲＥＧのインデックスを１つ増加させていくマッピ
ング方法である。図９（ｂ）において、ＣＣＥを構成するＲＥＧがＦｒｅｑｕｅｎｃｙ　
ｆｉｒｓｔにマップされる一例が示されている。Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｆｉｒｓｔのマッ
ピングは、周波数領域におけるＲＥＧのインデックスの低い（小さい）方から高い（大き
い）方へＲＥＧをマップし、周波数領域のＲＥＧのインデックスが最大に到達した時点で
時間領域のＲＥＧのインデックスを１つ増加させていくマッピング方法である。
【００９９】
　時間領域におけるＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、ＰＤＣＣＨ候補がマップ
されるＯＦＤＭシンボルの数に少なくとも基づき与えられてもよい。時間領域におけるＲ
ＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、ＰＤＣＣＨ候補がマップされるＯＦＤＭシンボ
ルの数に対して個別に設定されてもよい。ＰＤＣＣＨ候補がマップされるＯＦＤＭシンボ
ルの数は、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングがＴｉｍｅ　ｆｉｒｓｔであるかＦｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｆｉｒｓｔであるか、に基づき異なってもよい。つまり、時間領域のＲＥ
Ｇのグループを構成するＲＥＧの数は、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングに少なくと
も基づき与えられてもよい。時間領域におけるＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は
、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングに対して個別に設定されてもよい。ＣＣＥを構成
するＲＥＧのマッピングは、Ｔｉｍｅ　ｆｉｒｓｔかＦｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｆｉｒｓｔか
であってもよい。また、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピングは、連続的なマッピングか
非連続的なマッピングがであってもよい。時間領域におけるＲＥＧのグループを構成する
ＲＥＧの数は、１つのＣＣＥがマップされるＯＦＤＭシンボルの数に少なくとも基づき与
えられてもよい。時間領域におけるＲＥＧのグループを構成するＲＥＧの数は、１つのＣ
ＣＥがマップされるＯＦＤＭシンボルの数に対して個別に設定されてもよい。
【０１００】
　時間領域のＲＥＧのグループは、参照信号の削減のためにも好適である。図８（ｂ）に
示されるようにＲＥＧのグループが構成されている場合、参照信号は前方のＯＦＤＭシン
ボル、および／または、後方のＯＦＤＭシンボルに含まれてもよい。例えば、時間領域に
おいて、ＲＥＧのグループ内の最初のＲＥＧ（先頭のＲＥＧ）は下りリンク制御情報がマ
ップされないＲＥを含んでもよく、ＲＥＧのグループ内における最初のＲＥＧ以外のＲＥ
Ｇは下りリンク制御情報がマップされないＲＥを含まなくてもよい。
【０１０１】
　以下、本実施形態の一態様に係る端末装置１の構成例を説明する。
【０１０２】
　図１０は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、端末装置１は、無線送受信部１０、および、上位層処理部１４を含んで構成される。
無線送受信部１０は、アンテナ部１１、ＲＦ（Radio Frequency）部１２、および、ベー
スバンド部１３を含んで構成される。上位層処理部１４は、媒体アクセス制御層処理部１
５、および、無線リソース制御層処理部１６を含んで構成される。無線送受信部１０を送
信部、受信部、または、物理層処理部とも称する。物理層処理部は復号部を含む。端末装
置１の受信部は、ＰＤＣＣＨを受信する。端末装置１の復号部は、受信したＰＤＣＣＨを
復号する。より詳細には、端末装置１の復号部は、ＵＳＳのＰＤＣＣＨ候補が対応するリ
ソースの受信信号に対してブラインド復号処理を行う。
【０１０３】
　上位層処理部１４は、ユーザーの操作等により生成された上りリンクデータ（トランス
ポートブロック）を、無線送受信部１０に出力する。上位層処理部１４は、ＭＡＣ層、パ
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ケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ：Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎ
ｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ）層、ＲＲＣ層の処理を行なう。
【０１０４】
　上位層処理部１４が備える媒体アクセス制御層処理部１５は、ＭＡＣ層の処理を行う。
【０１０５】
　上位層処理部１４が備える無線リソース制御層処理部１６は、ＲＲＣ層の処理を行う。
無線リソース制御層処理部１６は、自装置の各種設定情報／パラメータの管理をする。無
線リソース制御層処理部１６は、基地局装置３から受信した上位層の信号に基づいて各種
設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース制御層処理部１６は、基地
局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基づいて各種設定情報／パ
ラメータをセットする。
【０１０６】
　無線送受信部１０は、変調、復調、符号化、復号化などの物理層の処理を行う。無線送
受信部１０は、基地局装置３から受信した信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１４に出力する。無線送受信部１０は、データを変調、符号化することによ
って送信信号を生成し、基地局装置３に送信する。
【０１０７】
　ＲＦ部１２は、アンテナ部１１を介して受信した信号を、直交復調によりベースバンド
信号に変換し（ダウンコンバート：ｄｏｗｎ　ｃｏｖｅｒｔ）、不要な周波数成分を除去
する。ＲＦ部１２は、処理をしたアナログ信号をベースバンド部に出力する。
【０１０８】
　ベースバンド部１３は、ＲＦ部１２から入力されたアナログ信号をディジタル信号に変
換する。ベースバンド部１３は、変換したディジタル信号からＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒ
ｅｆｉｘ）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換（Ｆ
ＦＴ：Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を行い、周波数領域の信号を抽
出する。
【０１０９】
　ベースバンド部１３は、データを逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆ
ａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）して、ＯＦＤＭシンボルを生成し、生成
されたＯＦＤＭシンボルにＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベー
スバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換した
アナログ信号をＲＦ部１２に出力する。
【０１１０】
　ＲＦ部１２は、ローパスフィルタを用いてベースバンド部１３から入力されたアナログ
信号から余分な周波数成分を除去し、アナログ信号を搬送波周波数にアップコンバート（
ｕｐ　ｃｏｎｖｅｒｔ）し、アンテナ部１１を介して送信する。また、ＲＦ部１２は、電
力を増幅する。また、ＲＦ部１２は送信電力を制御する機能を備えてもよい。ＲＦ部１２
を送信電力制御部とも称する。
【０１１１】
　以下、本実施形態の一態様に係る基地局装置３の構成例を説明する。
【０１１２】
　図１１は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、基地局装置３は、無線送受信部３０、および、上位層処理部３４を含んで構成され
る。無線送受信部３０は、アンテナ部３１、ＲＦ部３２、および、ベースバンド部３３を
含んで構成される。上位層処理部３４は、媒体アクセス制御層処理部３５、および、無線
リソース制御層処理部３６を含んで構成される。無線送受信部３０を送信部、受信部、ま
たは、物理層処理部とも称する。
【０１１３】
　上位層処理部３４は、ＭＡＣ層、ＰＤＣＰ層、ＲＬＣ層、ＲＲＣ層の処理を行なう。
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【０１１４】
　上位層処理部３４が備える媒体アクセス制御層処理部３５は、ＭＡＣ層の処理を行う。
【０１１５】
　上位層処理部３４が備える無線リソース制御層処理部３６は、ＲＲＣ層の処理を行う。
無線リソース制御層処理部３６は、ＰＤＳＣＨに配置される下りリンクデータ（トランス
ポートブロック）、システム情報、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥなどを生成し、又は
上位ノードから取得し、無線送受信部３０に出力する。また、無線リソース制御層処理部
３６は、端末装置１各々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御層
処理部３６は、上位層の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータ
をセットしてもよい。すなわち、無線リソース制御層処理部３６は、各種設定情報／パラ
メータを示す情報を送信／報知する。
【０１１６】
　無線送受信部３０の機能は、無線送受信部１０と同様の機能を有する。また、無線送受
信部３０は、端末装置１に構成されるＵＳＳを把握する。無線送受信部３０はＵＳＳ把握
部を含み、ＵＳＳ把握部が端末装置１に構成されるＵＳＳを把握する。無線送受信部３０
（送信部）は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第一のＰＤＣＣＨ
と、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤＣＣＨとを第一の
セルで送信する。ＵＳＳ把握部は、端末装置のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅとして構成され
る、制御リソースセット内の１つ以上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣ
ＣＨ候補を把握する。無線送受信部３０（送信部）は、前記第一のＰＤＣＣＨ候補を用い
て前記第一のＰＤＣＣＨを送信し、前記第二のＰＤＣＣＨ候補を用いて前記第二のＰＤＣ
ＣＨを送信する。第一のアグリゲーションレベルの第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリ
ゲーションレベルの第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアイン
ジケーター（キャリアインジケーター値）に基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成
され、第二のアグリゲーションレベルの第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーション
レベルの第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから構成
される。
【０１１７】
　端末装置１が備える符号１０から符号１６が付された部のそれぞれは、回路として構成
されてもよい。基地局装置３が備える符号３０から符号３６が付された部のそれぞれは、
回路として構成されてもよい。
【０１１８】
　以下、本実施形態に係る初期接続の手順の一例を説明する。
【０１１９】
　基地局装置３は、基地局装置３によって制御される通信可能範囲（または、通信エリア
）を備える。通信可能範囲は、１、または、複数のセル（または、サービングセル、サブ
セル、ビーム等）に分割され、セルごとに端末装置１との通信を管理することができる。
一方、端末装置１は、複数のセルの中から少なくとも１つのセルを選択し、基地局装置３
との接続確立を試みる。ここで、端末装置１と基地局装置３の少なくとも１つのセルとの
接続が確立された第１の状態は、ＲＲＣ接続（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）とも呼称
される。また、端末装置１が基地局装置３のどのセルとの接続も確立されていない第２の
状態は、ＲＲＣアイドルとも呼称される。また、端末装置１と基地局装置３の少なくとも
１つのセルとの接続が確立されているが、端末装置１と基地局装置３の間で一部の機能が
制限される第３の状態は、ＲＲＣ中断（ＲＲＣ　ｓｕｓｐｅｎｄｅｄ）とも呼称される。
ＲＲＣ中断は、ＲＲＣ不活性（ＲＲＣ　ｉｎａｃｔｉｖｅ）とも呼称される。
【０１２０】
　ＲＲＣアイドルの端末装置１は、基地局装置３の少なくとも１つのセルとの接続確立を
試みてもよい。ここで、端末装置１が接続を試みるセルは、ターゲットセルとも呼称され
る。図１２は、本実施形態の一態様に係る第１の初期接続手順（４－ｓｔｅｐ　ｃｏｎｔ
ｅｎｔｉｏｎ　ｂａｓｅｄ　ＲＡＣＨ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）の一例を示す図である。第
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１の初期接続手順は、ステップ５１０１～５１０４の一部を少なくとも含んで構成される
。
【０１２１】
　ステップ５１０１は、端末装置１がターゲットセルに物理チャネルを介して、初期接続
のための応答を要求するステップである。または、ステップ５１０１は、端末装置１がタ
ーゲットセルに物理チャネルを介して最初の送信を行うステップである。ここで、該物理
チャネルは、例えば、ＰＲＡＣＨであってもよい。該物理チャネルは、初期接続のための
応答を要求するために専用的に用いられるチャネルであってもよい。ステップ５１０１に
おいて、端末装置１より該物理チャネルを介して送信されるメッセージは、ランダムアク
セスメッセージ１とも呼称される。ランダムアクセスメッセージ１の信号は、端末装置１
の上位層より与えられるランダムアクセスプリアンブルインデックスｕに基づき生成され
てもよい。
【０１２２】
　端末装置１は、ステップ５１０１の実施に先立って、下りリンクの時間周波数同期を行
う。第１の状態において端末装置１が下りリンクの時間周波数同期を行うために同期信号
が用いられる。
【０１２３】
　同期信号は、ターゲットセルのＩＤ（セルＩＤ）を含んで送信されてもよい。同期信号
は、セルＩＤに少なくとも基づき生成される系列を含んで送信されてもよい。同期信号が
セルＩＤを含むことは、セルＩＤに基づき同期信号の系列が与えられることであってもよ
い。同期信号は、ビーム（または、プレコーダ）が適用され、送信されてもよい。
【０１２４】
　ビームは、方向に応じてアンテナ利得が異なる現象を示す。ビームは、アンテナの指向
性に少なくとも基づき与えられてもよい。また、ビームは、搬送波信号の位相変換に少な
くとも基づき与えられてもよい。また、ビームは、プレコーダが適用されることにより与
えられてもよい。
【０１２５】
　端末装置１は、ターゲットセルより送信されるＰＢＣＨを受信する。ＰＢＣＨは、端末
装置１がターゲットセルと接続するために用いられる重要なシステム情報を含む重要情報
ブロック（ＭＩＢ：Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ、ＥＩＢ：Ｅｓ
ｓｅｎｔｉａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）を含んで送信されてもよい。重
要情報ブロックは、システム情報である。重要情報ブロックは、無線フレームの番号に関
する情報を含んでもよい。重要情報ブロックは、複数の無線フレームで構成されるスーパ
ーフレーム内における位置に関する情報（例えば、スーパーフレーム内におけるシステム
フレーム番号（ＳＦＮ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）の少なくとも一部を
示す情報）を含んでもよい。また、ＰＢＣＨは、同期信号のインデックスを含んでもよい
。ＰＢＣＨは、ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報を含んでもよい。重要情報ブロックは、
トランスポートチャネルにおいてＢＣＨにマップされてもよい。重要情報ブロックは、ロ
ジカルチャネルにおいてＢＣＣＨにマップされてもよい。
【０１２６】
　ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報は、制御リソースセットを示す情報を含んでもよい。
制御リソースセットを示す情報は、制御リソースセットがマップされるＰＲＢの数、位置
に関する情報を含んでもよい。制御リソースセットを示す情報は、制御リソースセットの
マッピングを示す情報を含んでもよい。制御リソースセットを示す情報は、制御リソース
セットがマップされるＯＦＤＭシンボルの数に関連する情報を含んでもよい。制御リソー
スセットを示す情報は、制御リソースセットがマップされるスロットの周期（ｐｅｒｉｏ
ｄｉｃｉｔｙ）を示す情報を含んでもよい。端末装置１は、ＰＢＣＨに含まれる制御リソ
ースセットを示す情報に少なくとも基づき、ＰＤＣＣＨの受信を試みることができる。
【０１２７】
　ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報は、ＰＤＣＣＨの宛先を指示するＩＤに関連する情報
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を含んでもよい。ＰＤＣＣＨの宛先を指示するＩＤは、ＰＤＣＣＨに付加されるＣＲＣビ
ットのスクランブルに用いられるＩＤであってもよい。ＰＤＣＣＨの宛先を指示するＩＤ
は、ＲＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅ
ｒ）とも呼称される。ＰＤＣＣＨに付加されるＣＲＣビットのスクランブルに用いられる
ＩＤに関連する情報を含んでもよい。端末装置１は、ＰＢＣＨに含まれる該ＩＤに関連す
る情報に少なくとも基づき、ＰＤＣＣＨの受信を試みることができる。
【０１２８】
　ＲＮＴＩは、ＳＩ－ＲＮＴＩ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　－　ＲＮＴＩ
）、Ｐ－ＲＮＴＩ（Ｐａｇｉｎｇ　－　ＲＮＴＩ）、Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｏｍｍｏｎ　－　
ＲＮＴＩ）、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ、ＲＡ－ＲＮＴＩ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　－　ＲＮＴＩ）を含んでもよい。ＳＩ－ＲＮＴＩは、システム情報を含んで送
信されるＰＤＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも用いられる。Ｐ－ＲＮＴＩは
、ページング情報、および／または、システム情報の変更通知等の情報を含んで送信され
るＰＤＳＣＨのスケジューリングのために少なくとも用いられる。Ｃ－ＲＮＴＩは、ＲＲ
Ｃ接続された端末装置１に対して、ユーザーデータをスケジューリングするために少なく
とも用いられる。Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセスメッセージ４
のスケジューリングのために少なくとも用いられる。Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ
は、ロジカルチャネルにおけるＣＣＣＨにマップされるデータを含むＰＤＳＣＨをスケジ
ューリングするために少なくとも用いられる。ＲＡ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセスメッ
セージ２のスケジューリングのために少なくとも用いられる。
【０１２９】
　ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報は、制御リソースセットに含まれる探索領域の集約レ
ベルに関する情報を含んでもよい。端末装置１は、ＰＢＣＨに含まれる制御リソースセッ
トに含まれる探索領域の集約レベルに関する情報に少なくとも基づき、受信を試みるべき
ＰＤＣＣＨ候補の集約レベルを特定し、探索領域を決定することができる。
【０１３０】
　ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報は、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピング方法に関連
する情報を含んでもよい。ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピング方法に関連する情報は、
連続的なマッピングと非連続的なマッピングを示す情報を含んでもよい。ＣＣＥを構成す
るＲＥＧのマッピング方法に関連する情報は、ＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピング方法
がＴｉｍｅ　ｆｉｒｓｔのマッピングであるかＦｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｆｉｒｓｔのマッピ
ングであるかを示す情報を含んでもよい。
【０１３１】
　ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報は、ＲＥＧのグループに関連する情報を含んでもよい
。ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報は、周波数領域のＲＥＧのグループを構成するＲＥＧ
の数を示す情報を含んでもよい。ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報は、時間領域のＲＥＧ
のグループを構成するＲＥＧの数を示す情報を含んでもよい。
【０１３２】
　制御リソースセットに対応する参照信号は、制御リソースセットに含まれる複数のＰＤ
ＣＣＨ候補に対応してもよい。制御リソースセットに対応する参照信号は、制御リソース
セットに含まれる複数のＰＤＣＣＨの復調に用いられてもよい。
【０１３３】
　基地局装置３は、ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報を含むＰＢＣＨを送信し、端末装置
１に第１の制御リソースセットのモニタリングを指示することができる。端末装置１は、
ＰＢＣＨに含まれるＰＤＣＣＨの受信に関連する情報を検出することに少なくとも基づき
、第１の制御リソースセットのモニタリングを実施する。第１の制御リソースセットは、
第１のシステム情報のスケジューリングのために少なくとも用いられる。第１のシステム
情報は、端末装置１がターゲットセルに接続するために重要なシステム情報を含んでもよ
い。第１のシステム情報は、下りリンクの種々の設定に関する情報を含んでもよい。第１
のシステム情報は、ＰＲＡＣＨの種々の設定に関する情報を含んでもよい。第１のシステ
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ム情報は、上りリンクの種々の設定に関する情報を含んでもよい。第１のシステム情報は
、ランダムアクセスメッセージ３送信に設定される信号波形の情報（ＯＦＤＭまたはＤＦ
Ｔ－ｓ－ＯＦＤＭ）を含んでもよい。第１のシステム情報は、ＭＩＢに含まれる情報以外
のシステム情報の一部を少なくとも含んでもよい。第１のシステム情報は、トランスポー
トチャネルにおいて、ＢＣＨにマップされてもよい。第１のシステム情報は、ロジカルチ
ャネルにおいてＢＣＣＨにマップされてもよい。第１のシステム情報は、ＳＩＢ１（Ｓｙ
ｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ　ｔｙｐｅ１）を少なくとも含んでもよ
い。第１のシステム情報は、ＳＩＢ２（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏ
ｃｋ　ｔｙｐｅ２）を少なくとも含んでもよい。第１の制御リソースセットは、ランダム
アクセスメッセージ２のスケジューリングのために用いられてもよい。なお、ＳＩＢ１は
、ＲＲＣ接続を行なうために必要な測定に関する情報を含んでもよい。また、ＳＩＢ２は
、セル内の複数の端末装置１間で、共通、および／または、共有されるチャネルに関する
情報を含んでもよい。
【０１３４】
　端末装置１は、ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報に少なくとも基づき、ＰＤＣＣＨのモ
ニタリングを行ってもよい。端末装置１は、ＲＥＧのグループに関連する情報に少なくと
も基づき、ＰＤＣＣＨのモニタリングを行ってもよい。端末装置１は、ＰＤＣＣＨの受信
に関連する情報に少なくとも基づき、ＰＤＣＣＨのモニタリングのために適用される設定
を想定してもよい。
【０１３５】
　例えば、制御リソースセットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数に少なくとも基づき、制
御リソースセットに含まれるＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピング方法が与えられてもよ
い。例えば、制御リソースセットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数が１である場合に、制
御リソースセットに含まれるＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピング方法はＦｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　ｆｉｒｓｔであってもよい。また、ＯＦＤＭシンボルの数が１より大きい場合に、
制御リソースセットに含まれるＣＣＥを構成するＲＥＧのマッピング方法はＴｉｍｅ　ｆ
ｉｒｓｔであってもよい。
【０１３６】
　基地局装置３は、ＭＩＢ、および／または、第１のシステム情報を送信し、端末装置１
に第２の制御リソースセットのモニタリングを指示することができる。第１のシステム情
報は、ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報を含んでもよい。端末装置１は、ＭＩＢ、および
／または、第１のシステム情報に含まれるＰＤＣＣＨの受信に関連する情報に少なくとも
基づき第２の制御リソースセットのモニタリングを実施する。第２の制御リソースセット
は、ページング情報、および／または、システム情報の変更通知のための情報を含むＰＤ
ＳＣＨをスケジューリングするために用いられてもよい。第２の制御リソースセットと第
１の制御リソースセットは同一であってもよい。
【０１３７】
　基地局装置３は、ＭＩＢ、および／または、第１のシステム情報を送信し、端末装置１
に第３の制御リソースセットのモニタリングを指示することができる。端末装置１は、Ｍ
ＩＢ、および／または、第１のシステム情報に含まれるＰＤＣＣＨの受信に関連する情報
に少なくとも基づき第３の制御リソースセットのモニタリングを実施する。第３の制御リ
ソースセットは、第２のシステム情報を含むＰＤＳＣＨをスケジューリングするために用
いられてもよい。第２のシステム情報は、ＭＩＢおよび第１のシステム情報に含まれない
システム情報であってもよい。第２のシステム情報は、端末装置１の要求に少なくとも基
づき送信されてもよい。該端末装置１の要求は、ランダムアクセスメッセージ１、ランダ
ムアクセスメッセージ３、および／または、ＰＵＣＣＨの送信に少なくとも基づき行われ
てもよい。第３の制御リソースセットは、第１の制御リソースセット、および／または、
第２の制御リソースセットと同一であってもよい。
【０１３８】
　ステップ５１０２は、基地局装置３が端末装置１に対して、ランダムアクセスメッセー
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ジ１への応答を行うステップである。該応答は、ランダムアクセスメッセージ２とも呼称
される。ランダムアクセスメッセージ２は、ＰＤＳＣＨを介して送信されてもよい。ラン
ダムアクセスメッセージ２を含むＰＤＳＣＨは、ＰＤＣＣＨによりスケジューリングされ
る。該ＰＤＣＣＨに含まれるＣＲＣビットは、ＲＡ－ＲＮＴＩによりスクランブルされて
もよい。ランダムアクセスメッセージ２は、特別な上りリンクグラントを含んで送信され
てもよい。該特別な上りリンクグラントは、ランダムアクセスレスポンスグラントとも呼
称される。該特別な上りリンクグラントは、ランダムアクセスメッセージ２を含むＰＤＳ
ＣＨに含まれてもよい。ランダムアクセスレスポンスグラントは、少なくともＴｅｍｐｏ
ｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを含んでもよい。
【０１３９】
　基地局装置３は、ＭＩＢ、第１のシステム情報、および／または、第２のシステム情報
を送信し、端末装置１に第４の制御リソースセットのモニタリングを指示することができ
る。第２のシステム情報は、ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報を含んでもよい。端末装置
１は、ＭＩＢ、第１のシステム情報、および／または、第２のシステム情報に含まれるＰ
ＤＣＣＨの受信に関連する情報に少なくとも基づき第４の制御リソースセットのモニタリ
ングを実施する。該ＰＤＣＣＨに付加されるＣＲＣビットは、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－
ＲＮＴＩによりスクランブルされてもよい。第４の制御リソースセットは、ランダムアク
セスメッセージ２のスケジューリングのために用いられてもよい。第４の制御リソースセ
ットは、第１の制御リソースセット、第２の制御リソースセット、および／または、第３
の制御リソースセットと同一であってもよい。
【０１４０】
　第４の制御リソースセットは、さらに、端末装置１より送信されるランダムアクセスメ
ッセージ１に含まれる物理ルートインデックスｕ、および／または、該ランダムアクセス
メッセージ１の送信に用いられるリソース（ＰＲＡＣＨのリソース）に少なくとも基づき
与えられてもよい。ここで、該ランダムアクセスメッセージ１は、第４の制御リソースセ
ットのモニタリングに対応してもよい。また、該リソースは、時間、および／または、周
波数のリソースを示してもよい。該リソースは、リソースブロックのインデックス、およ
び／または、スロット（サブフレーム）のインデックスにより与えられてもよい。該第４
の制御リソースセットのモニタリングは、該ランダムアクセスメッセージ１によりトリガ
されてもよい。
【０１４１】
　ステップ５１０３は、端末装置１がターゲットセルに対して、ＲＲＣ接続のリクエスト
を送信するステップである。該ＲＲＣ接続のリクエストは、ランダムアクセスメッセージ
３とも呼称される。ランダムアクセスメッセージ３は、ランダムアクセスレスポンスグラ
ントによりスケジューリングされるＰＵＳＣＨを介して送信されてもよい。ランダムアク
セスメッセージ３は、端末装置１の識別に用いられるＩＤを含んでもよい。該ＩＤは、上
位層で管理されるＩＤであってもよい。該ＩＤは、Ｓ－ＴＭＳＩ（ＳＡＥ　Ｔｅｍｐｏｒ
ａｒｙ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）であってもよい。該
ＩＤは、ロジカルチャネルにおいてＣＣＣＨにマップされてもよい。
【０１４２】
　ステップ５１０４は、基地局装置３が端末装置１に対して、衝突解決メッセージ（Ｃｏ
ｎｔｅｎｔｉｏｎ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｍｅｓｓａｇｅ）を送信するステップである
。衝突解決メッセージは、ランダムアクセスメッセージ４とも呼称される。端末装置１は
、ランダムアクセスメッセージ３送信後に、ランダムアクセスメッセージ４を含むＰＤＳ
ＣＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨのモニタリングを行う。ランダムアクセスメッセ
ージ４は、衝突回避用ＩＤが含まれてもよい。ここで、衝突回避用ＩＤは、複数の端末装
置１が同一の無線リソースを用いて信号を送信する衝突を解決するために用いられる。衝
突回避用ＩＤは、ＵＥ　ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｔ
ｙとも呼称される。
【０１４３】
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　ステップ５１０４において、端末装置１の識別に用いられるＩＤ（例えば、Ｓ－ＴＭＳ
Ｉ）を含むランダムアクセスメッセージ３を送信した該端末装置１は、衝突解決メッセー
ジを含むランダムアクセスメッセージ４をモニタする。該ランダムアクセスメッセージ４
に含まれる衝突回避用ＩＤが、該端末装置１の識別に用いられる該ＩＤと等しい場合に、
該端末装置１は衝突解決が成功裏に完了したとみなし、Ｃ－ＲＮＴＩフィールドにＴｅｍ
ｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩの値をセットしてもよい。Ｃ－ＲＮＴＩフィールドにＴｅｍ
ｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩの値がセットされた端末装置１は、ＲＲＣ接続が完了したと
みなされる。
【０１４４】
　ランダムアクセスメッセージ４をスケジューリングするＰＤＣＣＨのモニタリングのた
めの制御リソースセットは、第４の制御リソースセットと同一であってもよい。基地局装
置３は、ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報をランダムアクセスメッセージ２に含んで送信
し、端末装置１に第５の制御リソースセットのモニタリングを指示することができる。端
末装置１は、ランダムアクセスメッセージ２に含まれるＰＤＣＣＨの受信に関連する情報
に少なくとも基づきＰＤＣＣＨのモニタリングを実施する。第５の制御リソースセットは
、ランダムアクセスメッセージ５のスケジューリングのために用いられてもよい。
【０１４５】
　ＲＲＣ接続された端末装置１は、ロジカルチャネルにおいてＤＣＣＨにマップされる専
用ＲＲＣシグナリングを受信することができる。基地局装置３は、ＰＤＣＣＨの受信に関
連する情報を含む専用ＲＲＣシグナリングを送信し、端末装置１に第６の制御リソースセ
ットのモニタリングを指示することができる。端末装置１は、専用ＲＲＣシグナリングに
含まれるＰＤＣＣＨの受信に関連する情報に少なくとも基づきＰＤＣＣＨのモニタリング
を実施してもよい。第６の制御リソースセットの物理リソースは、Ｃ－ＲＮＴＩに少なく
とも基づき与えられてもよい。
【０１４６】
　基地局装置３は、ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報を含むランダムアクセスメッセージ
４を送信し、端末装置１に第６の制御リソースセットのモニタリングを指示することがで
きる。端末装置１は、ランダムアクセスメッセージ４にＰＤＣＣＨの受信に関連する情報
が含まれる場合に、該ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報に少なくとも基づき、第６の制御
リソースセットのモニタリングを実施してもよい。また、端末装置１は、ランダムアクセ
スメッセージ４にＰＤＣＣＨの受信に関連する情報が含まれない場合に、第１から第５の
制御リソースセット少なくともいずれかの制御リソースセットに含まれるＵＳＳのモニタ
リングを実施してもよい。該ＵＳＳのための物理リソースはＣ－ＲＮＴＩに少なくとも基
づき与えられてもよい。第１から第５の制御リソースセットは共通制御リソースセットで
あってもよい。第６の制御リソースセットは、専用制御リソースセットであってもよい。
【０１４７】
　ＰＤＣＣＨの受信に関連する情報は、複数の制御リソースセットに対して共通である情
報、および、複数の制御リソースセットのそれぞれに対して設定される情報を含んでもよ
い。例えば、第１から第４の制御リソースセットに対して適用されるＲＥＧのグループに
関連する情報が定義されてもよい。ここで、第１の制御リソースセットに関連するＰＤＣ
ＣＨの受信に関連する情報はＲＥＧのグループに関連する情報を含んでもよく、且つ、第
２から第４の制御リソースセットに関連するＰＤＣＣＨの受信に関連する情報はＲＥＧの
グループに関連する情報を含まなくてもよい。第１の制御リソースセットに関連するＰＤ
ＣＣＨの受信に関連する情報が、第２から第４の制御リソースセットに対して適用されて
もよい。ここで、第５と第６の制御リソースセットのそれぞれに対して個別にＲＥＧのグ
ループに関連する情報が定義されてもよい。ここで、制御リソースセットを示す情報は、
第１から第６の制御リソースセットに対して個別に定義されてもよい。
【０１４８】
　図１３は、本実施形態の一態様に係る端末装置１によってモニタされるＰＤＣＣＨ候補
の一例を示す図である。図１３（ａ）は、ＰＤＣＣＨおよび／または制御リソースセット
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のスタートシンボルに基づいて、ＰＤＣＣＨ候補の数が個別に設定される例を示している
。ａ１からａ６は、ＰＤＣＣＨ候補のスケーリングファクタであるため、基準となるＰＤ
ＣＣＨ候補数に対して乗算しているが、基準となるＰＤＣＣＨ候補数に対して加算または
減算してもよい。図１３（ｂ）は、ＰＤＣＣＨおよび／または制御リソースセットが含ま
れるミニスロットに基づいて、ＰＤＣＣＨ候補の数が個別に設定される例を示している。
なお、１つのスロットに対して４つのミニスロットが構成される例について示している。
ｂ１からｂ６は、ＰＤＣＣＨ候補のスケーリングファクタであるため、基準となるＰＤＣ
ＣＨ候補数に対して乗算しているが、基準となるＰＤＣＣＨ候補数に対して加算または減
算してもよい。つまり、ＰＤＣＣＨ候補数に基づくブラインド検出の回数は、ＰＤＣＣＨ
のスタートシンボルやＰＤＣＣＨが含まれるミニスロットの番号によって規定されてもよ
い。ａ１からａ６、ｂ１からｂ６はそれぞれ、個別に設定されてもよい。
【０１４９】
　図１４は、本実施形態の一態様に係るスロット（第１のスロットフォーマット）ベース
の制御リソースセットの配置の一例を示す図である。基地局装置３は、端末装置１からの
能力情報に基づいて、制御リソースセット＃０から＃２におけるブラインド検出の回数Ａ
１からＡ３の和が、所定の期間におけるブラインド検出の最大数Ｙを超えないように、各
制御リソースセットのＰＤＣＣＨ候補数や集約レベル、ＤＣＩフォーマットのスキップな
どを設定してもよい。
【０１５０】
　図１５は、本実施形態の一態様に係るノンスロット（第２のスロットフォーマット）ベ
ースの制御リソースセットの配置の一例を示す図である。時間領域において、１つよりも
多くの制御リソースセットが配置される例である。基地局装置３は、端末装置１からの能
力情報に基づいて、制御リソースセット＃０から＃９におけるブラインド検出の回数Ｂ１
からＢ１０の和が、所定の期間におけるブラインド検出の最大数Ｙを超えないように、各
制御リソースセットのＰＤＣＣＨ候補数や集約レベル、ＤＣＩフォーマットのスキップな
どを設定してもよい。
【０１５１】
　本発明の実施形態のＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補について説明する。本実施形態で
は、クロスキャリアスケジューリングが用いられる。クロスキャリアスケジューリングと
は、あるキャリア（セル）で送受信されるデータのリソース割り当て情報（下りリンク制
御情報）を異なるキャリア（セル）で送受信されるスケジューリングである。具体的には
、セル１のＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含むＰＤＣＣＨとセル２のＰＤＳＣＨの
リソース割り当て情報を含むＰＤＣＣＨの両方とがセル１で送受信される。例えば、周波
数の高い（６ＧＨｚより高い周波数、ミリ波）セルでＰＤＳＣＨが送受信され、そのＰＤ
ＳＣＨのリソース割り当て情報を含むＰＤＣＣＨが周波数の低い（６ＧＨｚより低い周波
数）セルで送受信される。
【０１５２】
　本発明の実施形態では、以下の場合について説明する。なお、本発明の実施形態では、
説明の便宜上、以下の場合について説明するだけであり、本発明は以下の場合に限定され
ない。２つのセル（Ｃｅｌｌ＃０、Ｃｅｌｌ＃１）が用いられ、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＳＣ
Ｈに対するＰＤＣＣＨとＣｅｌｌ＃１のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨとがＣｅｌｌ＃０
で送受信される。Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨのＰＤＣＣＨ候補と、Ｃ
ｅｌｌ＃１のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨのＰＤＣＣＨ候補とが、Ｃｅｌｌ＃０のＵＳ
Ｓに構成される。Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨのＰＤＣＣＨ候補と、Ｃ
ｅｌｌ＃１のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨのＰＤＣＣＨ候補とが、Ｃｅｌｌ＃０の制御
リソースセットで構成（配置、設定）される。Ｃｅｌｌ＃０の制御リソースセットで３２
個のＣＣＥ（ＣＣＥ＃０～ＣＣＥ＃３１）が構成される。集約レベル８（ＡＬ８、１つの
ＰＤＣＣＨ候補が８個のＣＣＥから構成される）、集約レベル４（ＡＬ４、１つのＰＤＣ
ＣＨ候補が４個のＣＣＥから構成される）、集約レベル２（ＡＬ２、１つのＰＤＣＣＨ候
補が２個のＣＣＥから構成される）、集約レベル１（ＡＬ１、１つのＰＤＣＣＨ候補が１
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個のＣＣＥから構成される）のＰＤＣＣＨ候補がＵＳＳ、制御リソースセットに構成され
る。
【０１５３】
　図１６は、本発明の実施形態のＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補の一例を示す図である
。図１６では、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨに関して、集約レベル８の
ＰＤＣＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、
Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル４のＰＤＣ
ＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌ
ｌ＃０，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル２のＰＤＣＣＨ候
補が６個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃０
，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　
ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３
、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃４、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２
　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃５）、集約レベル１のＰＤＣＣＨ候補が６個（Ｃｅ
ｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤ
ＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａ
ｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３、Ｃｅｌｌ＃０
，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃４、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　
ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃５）、のＰＤＣＣＨ候補が制御リソースセットに構成される。図１
６では、Ｃｅｌｌ＃１のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨに関して、集約レベル８のＰＤＣ
ＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌ
ｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル４のＰＤＣＣＨ候
補が２個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃１
，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル２のＰＤＣＣＨ候補が４
個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３）、集
約レベル１のＰＤＣＣＨ候補が８個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄ
ａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃
１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ
　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃
４、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃５、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃６、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃７）のＰＤＣＣＨ候補が制御リソースセットに構成される。
【０１５４】
　本実施形態において、Ｃｅｌｌ＃１に対するＰＤＣＣＨ候補（第二のＰＤＣＣＨ候補）
は、少なくとも、Ｃｅｌｌ＃０およびＣｅｌｌ＃１のそれぞれに対応付けられるキャリア
インジケーター値、および、Ｃｅｌｌ＃０に対するＰＤＣＣＨ候補（第一のＰＤＣＣＨ候
補）の最大集約レベル（集約レベルの最大値）に基づいて構成されてもよい。例えば、集
約レベル８のＣｅｌｌ＃１に対するＰＤＣＣＨ候補（第二のＰＤＣＣＨ候補）は、集約レ
ベル８のＣｅｌｌ＃０に対するＰＤＣＣＨ候補（第一のＰＤＣＣＨ候補）を構成する複数
のＣＣＥに対してシフト（オフセット）された複数のＣＣＥから構成される。より詳細に
は、集約レベル８のＣｅｌｌ＃１に対するＰＤＣＣＨ候補（第二のＰＤＣＣＨ候補）は、
集約レベル８のＣｅｌｌ＃０に対するＰＤＣＣＨ候補（第一のＰＤＣＣＨ候補）を構成す
る複数のＣＣＥに対してキャリアインジケーターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥか
ら構成される。より詳細には、集約レベル８のＣｅｌｌ＃１に対するＰＤＣＣＨ候補（第
二のＰＤＣＣＨ候補）は、集約レベル８のＣｅｌｌ＃０に対するＰＤＣＣＨ候補（第一の
ＰＤＣＣＨ候補）を構成する複数のＣＣＥに対して連続した複数のＣＣＥから構成される
。なお、該第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する連続した複数のＣＣＥと該第二のＰＤＣＣＨ
候補を構成する連続した複数のＣＣＥはそれぞれ、重複しなくてもよい。ここで、キャリ
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アインジケーターに基づくという意味は、Ｃｅｌｌと予め対応付けられるキャリアインジ
ケーター値に基づくという意味である。例えば、Ｃｅｌｌ＃０に対してはキャリアインジ
ケーター値“０”が対応付けられ、Ｃｅｌｌ＃１に対してはキャリアインジケーター値“
１”が対応付けられる。端末装置１は、各Ｃｅｌｌに対応付けられるキャリアインジケー
ター値を予め把握しているので、受信したＰＤＣＣＨに含まれるキャリアインジケーター
値を確認して、何れのＣｅｌｌに対するＰＤＣＣＨを受信したのかを検出する。集約レベ
ル８のＣｅｌｌ＃１に対するＰＤＣＣＨ候補の構成に対しては、Ｃｅｌｌ＃１に対して予
め対応付けられたキャリアインジケーター値“１”が用いられる。
【０１５５】
　集約レベル４、集約レベル２、集約レベル１のＣｅｌｌ＃１に対するＰＤＣＣＨ候補（
第二のＰＤＣＣＨ候補）は、集約レベル８のＣｅｌｌ＃１に対するＰＤＣＣＨ候補（第二
のＰＤＣＣＨ候補）を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから構成される。
【０１５６】
　ＣＣＥ＃０～ＣＣＥ＃７からＣｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ
＃０が構成される。１つのＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅのＣＣＥ（８個のＣ
ＣＥ）の分シフトしたＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５からＣｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ
　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０が構成される。Ｃｅｌｌ＃１に対するキャリアインジケーター
の値は“１”であり、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＣＣＨ候補と比較して“１”つのＰＤＣＣＨ候
補分シフトした位置にＣｅｌｌ＃１のＰＤＣＣＨ候補が構成される。ここで、１０進数表
現でキャリアインジケーターの値が“１”とは、３ビットの２進数表現でキャリアインジ
ケーターが“００１”であることを意味する。Ｃｅｌｌ＃０に対するキャリアインジケー
ターの値は１０進数表現で“０”であり、３ビットの２進数表現で“０００”である。Ｃ
ｅｌｌ＃１を示すために用いられるキャリアインジケーターの値は、２進数表現で“００
１”であり、１０進数表現で“１”である。Ｃｅｌｌ＃１に対するキャリアインジケータ
ーの値は“１”であり、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＣＣＨ候補と比較して“１”つのＰＤＣＣＨ
候補を構成する８個のＣＣＥ分シフトした位置のＣＣＥにＣｅｌｌ＃１のＰＤＣＣＨ候補
が構成される。なお、制御リソースセット内にＰＤＣＣＨ候補を構成する際に用いられる
のは、Ｃｅｌｌと予め対応付けられたキャリアインジケーター値であり、実際に受信され
て、検出されたキャリアインジケーター値ではない。ＣＣＥ＃０～ＣＣＥ＃７から連続し
たＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５を用いてＣｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄ
ａｔｅ＃０が構成される。ＣＣＥ＃１６～ＣＣＥ＃２３からＣｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤ
ＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１が構成される。１つのＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉ
ｄａｔｅのＣＣＥ（８個のＣＣＥ）の分シフトしたＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１からＣｅ
ｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１が構成される。ＣＣＥ＃１６～
ＣＣＥ＃２３から連続したＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１を用いてＣｅｌｌ＃１，ＡＬ８　
ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１が構成される。
【０１５７】
　Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣ
ＣＥ＃１２～ＣＣＥ＃１５から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃１は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構
成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ＃２８～ＣＣＥ＃３１から構成される。
Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８
　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣ
Ｅ＃１０～ＣＣＥ＃１１から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄ
ｉｄａｔｅ＃１は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成
するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１４～ＣＣＥ＃１５から構成される。Ｃｅ
ｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　Ｐ
ＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ
＃２６～ＣＣＥ＃２７から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉ
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ｄａｔｅ＃３は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成す
るＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ＃３０～ＣＣＥ＃３１から構成される。Ｃｅ
ｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　Ｐ
ＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃
８から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１は、Ｃ
ｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣ
Ｅ＃１５の中のＣＣＥ＃１０から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａ
ｎｄｉｄａｔｅ＃２は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を
構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１２から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，
ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　
ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１４から構
成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃４は、Ｃｅｌｌ＃
１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３
１の中のＣＣＥ＃２４から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉ
ｄａｔｅ＃５は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成す
るＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ＃２６から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃６は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａ
ｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ＃２８から構成
される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃７は、Ｃｅｌｌ＃１
，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１
の中のＣＣＥ＃３０から構成される。
【０１５８】
　ＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補を、以上のように構成（設定、配置）することにより
、異なるセル間のＰＤＣＣＨ候補がオーバラップする確率を下げてスケジューリングフレ
キシビリティを確保することができ、集約レベルの高いＰＤＣＣＨ候補の各ＣＣＥの信号
に対して行われるチャネル推定の結果を集約レベルの低いＰＤＣＣＨ候補の各ＣＣＥの信
号の受信処理に再利用して端末装置１の処理負荷を低減することができる。クロスキャリ
アスケジューリングにおける制御リソースセット内のＰＤＣＣＨ候補の構成を本発明の実
施形態のようにすることりにより、ＰＤＣＣＨのスケジューリングフレキシビリティの確
保と処理負荷の低減の両立が図られる。
【０１５９】
　図１７は、本発明の実施形態のＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補の一例を示す図である
。図１７では、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨに関して、集約レベル８の
ＰＤＣＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、
Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル４のＰＤＣ
ＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌ
ｌ＃０，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル２のＰＤＣＣＨ候
補が６個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃０
，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　
ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３
、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃４、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２
　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃５）、集約レベル１のＰＤＣＣＨ候補が６個（Ｃｅ
ｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤ
ＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａ
ｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３、Ｃｅｌｌ＃０
，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃４、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　
ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃５）、のＰＤＣＣＨ候補が制御リソースセットに構成される。図１
７では、Ｃｅｌｌ＃１のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨに関して、集約レベル８のＰＤＣ
ＣＨ候補が１個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０）、集約
レベル４のＰＤＣＣＨ候補が１個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａ
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ｔｅ＃０）、集約レベル２のＰＤＣＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ
　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃
１）、集約レベル１のＰＤＣＣＨ候補が４個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａ
ｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃ
ｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　Ｐ
ＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３）のＰＤＣＣＨ候補が制御リソースセットに構成され
る。
【０１６０】
　ＣＣＥ＃０～ＣＣＥ＃７からＣｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ
＃０が構成される。１つのＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅのＣＣＥ（８個のＣ
ＣＥ）の分シフトしたＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５からＣｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ
　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０が構成される。Ｃｅｌｌ＃１に対するキャリアインジケーター
の値は“１”であり、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＣＣＨ候補と比較して“１”つのＰＤＣＣＨ候
補分シフトした位置にＣｅｌｌ＃１のＰＤＣＣＨ候補が構成される。Ｃｅｌｌ＃１に対す
るキャリアインジケーターの値は“１”であり、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＣＣＨ候補と比較し
て“１”つのＰＤＣＣＨ候補を構成する８個のＣＣＥ分シフトした位置のＣＣＥにＣｅｌ
ｌ＃１のＰＤＣＣＨ候補が構成される。ＣＣＥ＃０～ＣＣＥ＃７から連続したＣＣＥ＃８
～ＣＣＥ＃１５を用いてＣｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０が
構成される。
【０１６１】
　Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣ
ＣＥ＃１２～ＣＣＥ＃１５から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構
成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１０～ＣＣＥ＃１１から構成される。Ｃ
ｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　
ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ
＃１４～ＣＣＥ＃１５から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉ
ｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成す
るＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃８から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　
ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄ
ｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１０から構成される
。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣ
ＣＥ＃１２から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃
３は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃
８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１４から構成される。
【０１６２】
　図１８は、本発明の実施形態のＵＳＳを構成するＰＤＣＣＨ候補の一例を示す図である
。図１８では、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨに関して、集約レベル８の
ＰＤＣＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、
Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル４のＰＤＣ
ＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌ
ｌ＃０，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル２のＰＤＣＣＨ候
補が６個（Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃０
，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　
ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３
、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃４、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ２
　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃５）、集約レベル１のＰＤＣＣＨ候補が６個（Ｃｅ
ｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤ
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ＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａ
ｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３、Ｃｅｌｌ＃０
，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃４、Ｃｅｌｌ＃０，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　
ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃５）、のＰＤＣＣＨ候補が制御リソースセットに構成される。図１
８では、Ｃｅｌｌ＃１のＰＤＳＣＨに対するＰＤＣＣＨに関して、集約レベル８のＰＤＣ
ＣＨ候補が２個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌ
ｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル４のＰＤＣＣＨ候
補が２個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃１
，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１）、集約レベル２のＰＤＣＣＨ候補が４
個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３）、集
約レベル１のＰＤＣＣＨ候補が８個（Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄ
ａｔｅ＃０、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１、Ｃｅｌｌ＃
１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ
　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃
４、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃５、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃６、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃７）のＰＤＣＣＨ候補が制御リソースセットに構成される。
【０１６３】
　ＣＣＥ＃０～ＣＣＥ＃７からＣｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ
＃０が構成される。１つのＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅのＣＣＥ（８個のＣ
ＣＥ）の分シフトしたＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５からＣｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ
　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０が構成される。Ｃｅｌｌ＃１に対するキャリアインジケーター
の値は“１”であり、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＣＣＨ候補と比較して“１”つのＰＤＣＣＨ候
補分シフトした位置にＣｅｌｌ＃１のＰＤＣＣＨ候補が構成される。Ｃｅｌｌ＃１に対す
るキャリアインジケーターの値は“１”であり、Ｃｅｌｌ＃０のＰＤＣＣＨ候補と比較し
て“１”つのＰＤＣＣＨ候補を構成する８個のＣＣＥ分シフトした位置のＣＣＥにＣｅｌ
ｌ＃１のＰＤＣＣＨ候補が構成される。ＣＣＥ＃０～ＣＣＥ＃７から連続したＣＣＥ＃８
～ＣＣＥ＃１５を用いてＣｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０が
構成される。ＣＣＥ＃１６～ＣＣＥ＃２３からＣｅｌｌ＃０，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａ
ｎｄｉｄａｔｅ＃１が構成される。１つのＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅのＣ
ＣＥ（８個のＣＣＥ）の分シフトしたＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１からＣｅｌｌ＃１，Ａ
Ｌ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１が構成される。ＣＣＥ＃１６～ＣＣＥ＃２３
から連続したＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１を用いてＣｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　
ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１が構成される。
【０１６４】
　Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ
８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣ
ＣＥ＃１２～ＣＣＥ＃１５から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ４　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃１は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構
成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ＃２８～ＣＣＥ＃３１から構成される。
Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８
　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣ
Ｅ＃１０～ＣＣＥ＃１１から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄ
ｉｄａｔｅ＃１は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成
するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１２～ＣＣＥ＃１３から構成される。Ｃｅ
ｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃２は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　Ｐ
ＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ
＃２８～ＣＣＥ＃２９から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ２　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉ
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ｄａｔｅ＃３は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成す
るＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ＃３０～ＣＣＥ＃３１から構成される。Ｃｅ
ｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　Ｐ
ＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃
８から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１は、Ｃ
ｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣ
Ｅ＃１５の中のＣＣＥ＃９から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃２は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構
成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１０から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，Ａ
Ｌ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃３は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃ
ａｎｄｉｄａｔｅ＃０を構成するＣＣＥ＃８～ＣＣＥ＃１５の中のＣＣＥ＃１１から構成
される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃４は、Ｃｅｌｌ＃１
，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１
の中のＣＣＥ＃２８から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄ
ａｔｅ＃５は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成する
ＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ＃２９から構成される。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１
　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃６は、Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎ
ｄｉｄａｔｅ＃１を構成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の中のＣＣＥ＃３０から構成さ
れる。Ｃｅｌｌ＃１，ＡＬ１　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃７は、Ｃｅｌｌ＃１，
ＡＬ８　ＰＤＣＣＨ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ＃１を構成するＣＣＥ＃２４～ＣＣＥ＃３１の
中のＣＣＥ＃３１から構成される。
【０１６５】
　Ｃｅｌｌ＃０に対する集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補は、少なくとも端末装置１のＵＥ
　ＩＤ（ＲＮＴＩ、Ｃ－ＲＮＴＩ）と制御リソースセット内のＣＣＥの総数を用いたハッ
シュ関数により、各ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥが決められる。端末装置１のＵＥ　
ＩＤを用いたハッシュ関数により、端末装置１間でＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥのラ
ンダム化が図られる。集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥの候補は、制御リ
ソースセット内の全ＣＣＥである。Ｃｅｌｌ＃０に対する集約レベル４、集約レベル２、
集約レベル１のＰＤＣＣＨ候補は、集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥ内の
ＣＣＥから構成される。集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥ内で、端末装置
１のＵＥ　ＩＤを用いたハッシュ関数により、集約レベル４、集約レベル２、集約レベル
１の各ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥが決められる。候補となるＣＣＥを集約レベル８
のＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥに限定することにより、集約レベル８のＰＤＣＣＨ候
補を構成するＣＣＥの信号に対するチャネル推定値を集約レベル４、集約レベル２、集約
レベル１の各ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥの信号の受信処理に再利用することができ
、チャネル推定に関する処理負荷が軽減される。Ｃｅｌｌ＃１に対する集約レベル８のＰ
ＤＣＣＨ候補は、Ｃｅｌｌ＃０に対する集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補に対してキャリア
インジケーターに基づいてシフトしたＣＣＥから構成される。Ｃｅｌｌ＃１に対する集約
レベル４、集約レベル２、集約レベル１のＰＤＣＣＨ候補は、集約レベル８のＰＤＣＣＨ
候補を構成するＣＣＥ内のＣＣＥから構成される。集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補を構成
するＣＣＥ内で、端末装置１のＵＥ　ＩＤを用いたハッシュ関数により、集約レベル４、
集約レベル２、集約レベル１の各ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥが決められる。
【０１６６】
　上記により、Ｃｅｌｌ＃０に対する集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補とＣｅｌｌ＃１に対
する集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補とをできる限り排他的なＣＣＥから構成することがで
きるようになり、両ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥが重複して、一方のＰＤＣＣＨ候補
（例えば、Ｃｅｌｌ＃０に対する集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補）でＰＤＣＣＨが実際に
送受信された場合に、もう一方のＰＤＣＣＨ候補（例えば、Ｃｅｌｌ＃１に対する集約レ
ベル８のＰＤＣＣＨ候補）でＰＤＣＣＨが送受信できないという問題を軽減することがで
きる。上記により、クロスキャリアスケジューリングが適用されるＣｅｌｌ＃１に対して
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も、候補となるＣＣＥを集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥに限定すること
により、集約レベル８のＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥの信号に対するチャネル推定値
を集約レベル４、集約レベル２、集約レベル１の各ＰＤＣＣＨ候補を構成するＣＣＥの信
号の受信処理に再利用することができ、Ｃｅｌｌ＃１に対するＰＤＣＣＨの受信処理のチ
ャネル推定に関する処理負荷も軽減される。
【０１６７】
　本発明の実施形態では、集約レベル８は、ＵＳＳを構成する複数のＰＤＣＣＨ候補にお
いて最も高い（大きい）集約レベルと言い換えることができる。本発明の実施形態では、
集約レベル８は、制御リソースセット内で構成される複数のＰＤＣＣＨ候補において最も
高い（大きい）集約レベルと言い換えることができる。本発明の実施形態においては、集
約レベル８が最も高い集約レベルである場合について説明してきたが、例えば、集約レベ
ル４が制御リソースセット（ＵＳＳ）内で最も高い集約レベルである場合においても本発
明を適用することができる。本発明の実施形態では説明していないが、集約レベル１６、
集約レベル３２が制御リソースセット（ＵＳＳ）内で最も高い集約レベルである場合にお
いても本発明を適用することができる。
【０１６８】
　以下、本実施形態の一態様に係る種々の装置の態様を説明する。
【０１６９】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明の態様は、以下のような手段を講じた。す
なわち、本発明の第１の態様は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む
第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二のＰＤ
ＣＣＨとを第一のセルで受信する端末装置であって、制御リソースセット内で１つ以上の
第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補をモニタする受信部と、前記第
一のＰＤＣＣＨ候補と前記第二のＰＤＣＣＨ候補を復号する復号部を備え、第一のアグリ
ゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第
一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジケーターに基づいて
シフトされた複数のＣＣＥから構成され、第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰ
ＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複
数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから構成されることを特徴とする。
【０１７０】
　（２）また、本発明の第２の態様は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報
を含む第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二
のＰＤＣＣＨとを第一のセルで受信する端末装置に用いられる通信方法であって、制御リ
ソースセット内で１つ以上の第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補を
モニタするステップと、前記第一のＰＤＣＣＨ候補と前記第二のＰＤＣＣＨ候補を復号す
るステップを備え、第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一の
アグリゲーションレベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥに対してキ
ャリアインジケーターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成され、第二のアグリ
ゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第
二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥから構成されること
を特徴とする。
【０１７１】
　（３）また、本発明の第３の態様は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報
を含む第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二
のＰＤＣＣＨとを第一のセルで送信する基地局装置であって、端末装置のＳｅａｒｃｈ　
ｓｐａｃｅとして構成される、制御リソースセット内の１つ以上の第一のＰＤＣＣＨ候補
と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補を把握するＵＳＳ把握部と、前記第一のＰＤＣＣＨ候
補を用いて前記第一のＰＤＣＣＨを送信し、前記第二のＰＤＣＣＨ候補を用いて前記第二
のＰＤＣＣＨを送信する送信部を備え、第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤ
ＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第一のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数
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のＣＣＥに対してキャリアインジケーターに基づいてシフトされた複数のＣＣＥから構成
され、第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーシ
ョンレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中の１つ以上のＣＣＥ
から構成されることを特徴とする。
【０１７２】
　（４）また、本発明の第４の態様は、第一のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報
を含む第一のＰＤＣＣＨと、第二のセルのＰＤＳＣＨのリソース割り当て情報を含む第二
のＰＤＣＣＨとを第一のセルで送信する基地局装置に用いられる通信方法であって、端末
装置のＳｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅとして構成される、制御リソースセット内の１つ以上の
第一のＰＤＣＣＨ候補と１つ以上の第二のＰＤＣＣＨ候補を把握するステップと、前記第
一のＰＤＣＣＨ候補を用いて前記第一のＰＤＣＣＨを送信し、前記第二のＰＤＣＣＨ候補
を用いて前記第二のＰＤＣＣＨを送信するステップを備え、第一のアグリゲーションレベ
ルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は第一のアグリゲーションレベルの前記第一のＰＤＣＣＨ
候補を構成する複数のＣＣＥに対してキャリアインジケーターに基づいてシフトされた複
数のＣＣＥから構成され、第二のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補は
第一のアグリゲーションレベルの前記第二のＰＤＣＣＨ候補を構成する複数のＣＣＥの中
の１つ以上のＣＣＥから構成されることを特徴とする。
【０１７３】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０１７４】
　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０１７５】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０１７６】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０１７７】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
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ての基地局装置と通信することも可能である。
【０１７８】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０１７９】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０１８０】
　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも適用出来る。
【０１８１】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０１８２】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０、３０　無線送受信部
１１、３１　アンテナ部
１２、３２　ＲＦ部
１３、３３　ベースバンド部
１４、３４　上位層処理部
１５、３５　媒体アクセス制御層処理部
１６、３６　無線リソース制御層処理部
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